


「
砺
波
青
少
年
の
家
」
市
有

進建
む設

散
居
村
と
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
に
代
表
さ

眼
下
に

一
望
す
る
芹
谷
野
丘
陵
に
「
砺

波
青
少
年
の
家」

の
建
設
が
、

着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
。
こ
の
た
び
砺

多
数
の
青
少
年
に

れ
る
風
光
明
娼
な
砺
波
平
野
。
こ
れ
を

利
用
さ
れ
て
い
ま

「若
い
世
代
を
育
て

る
」
こ
と
は
、

富
山
県
施
策
の
大
切
な
柱
。
こ
の

「青

少
年
の
家
」
は
、
次
代
を
担
う
青
少
年

波
地
区
に
建
ぷ
さ

れ
る
こ
と
に
よ

っ

て、

県
内
の
は
と

が
研
修
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

通
じ
て
友
情
と
人
間
性
を
培
い
、
よ
り

ん
ど
の
地
域
で
青

少
年
の
集
い
が
で

よ
い
社
会
人
と
な
る
こ
と
を
願
う
青
少

き
る
よ
う
に
な
り

年
教
育
施
説
。て
す
。

ま
す
。

県
で
は
、
既
に
有
峰

・
二
上
そ
し
て

-
利
用
に
つ
い
て

春の全国交通安全運動 21 

地域に密着した事務は市町村 て-------22

盗ら れて泣く より 盗ら れね用心 22~23 

春山に登る前に 23 

暴力団セ‘ロ110番 23 

道路交通情報を提供しています お

かしこい消費者シリ ズ 24~25 

トピ yクス ・県政の動き 26~27 

みんなの交通安全 28 

県有美術品紹介 表 3

県政パス教室参加者募集(5月分) 表 4
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八
月

一
日
以
降
は
直
接
青
少
年
の
家

建設進む 「砺波青少年の家」

8月 1Bオ ーフ。ン

快適で活力 に満ちた富山県

昭和55年度富山県予算

市町村民話⑬大沢野町

河童の「アイス」

相談室d
国民年金の保険料が変わ りま す

7J，ね るむ時期=子供の7]¥死時期

家方矢 ・士也士亥ぐ るみてー防ごう

婦人 牟能力や個性をいかそう

県の婦人対策大幅に改善

し
た
五
名
以
上

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ω仮
予
約
後
は
、
利
用
申
し
込
み
書
を

お
送
り
し
ま
す
。

ω研
修
の
計
画
、
そ
の
他
に
つ
い
て
事

前
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

の
団
体
や
グ
ル

ー
プ
で
す
。

-
手
続
き
は

川
ま
ず
、
屯
話

な
ど
で
問
い
合

頼
成
の
森
や
千
光
寺
な
ど
緑
豊
か
な

自
然
や
名
所
、
旧
跡
が
多
く
幅
広
い
、研

修
の
で
き
る
「
砺
波
青
少
年
の
家
」、

オ
ー
プ
ン
は
八
月

一
自
明
で
す
。

4月号・もくじ

わ
せ
、
仮
子
約

し
て
く
だ
さ
い
。

(
県
婦
人
青
少

• 

反勾彰o
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予算総額三120億7，986万円

一
般
会
計

一
一
、
六
九
八
億
八
、
一
五
一
万
円

特
別
会
計

四
一
二
億
九
、
八
三
四
万
円

客頁

一
、
一
ニ

O
億
七
、
九
八
六
万
円

愛
と
繁
栄
を
基
調
と
し
て
、
歳
出
の
合
理
化
に
努

力
を
払
い
な
が
ら
自
然
、
文
化
、
経
済
活
動
等
の
調

和
を
図
り
、
快
適
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
築

守

く
こ
と
を
め
ざ
し
た
、
昭
和
五
十
五
年
度
富
山
県
子

算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
度
富
山
県
予
算

婦
人
施
策

物
価
対
策

省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

一
九
八

0
年
代

の
幕
明
け
の
富
山
県
予
算
を
審
議

す
る
「
定
例
県
議
会
」
は
、
二
月
二
十
九
日
か
ら
三

月
二
十

一
日
ま
で
聞
か
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

土品

!
)
h
~
。



一般会計予算のあらまし

使用料及 ひ手数料 6ど{意7，931万円 (2.3%)

「骨組合及び負担金 時 3，147万円 (1.9%)

ーその他 191憶5，855万円(7.1%)

500億円200 300 400 
」一一一一一一斗一一一一一一一

社会福祉 ・保健衛生の充実 125揃千万円

.福祉パス、手話通訳の配備 寸

・婦人問題懇話会、婦人地域活動推進員の j婦人施策の推進 7億7千万円

設置 生活基盤の整備 I193{14千万円

・婦人ガンゼロゼロ運動 」一 一一一一 l 

.先天的心身障害の早期発見(クレチン症検査)

100 

自然を守り親しむ対策の充実 21億1千万円

県土の函 m億4千万円

万円ゴ生涯学習?推進

受通網等の整備促進

-物価対策の充実

・県政パス物価コースの開設

・省エネ「チェ ックカレンダーJ 配布

幅自然博物園センター建設

・県民大学校「婦人コース」新設

・県立美術館竣工

一、

一
七
一
億
九
千
万
円

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

震
と
繁
栄

231t意6千万円

農林水産業の振興 444億7千万円

公債費 153傍6，247万円 (5.7%)

商工費 951意6，537万円 (3.5%)

労働費 201意6，828万円 (0.8%)

総務費 108億760万円 (4.0%)

その他 116憶 1，834万円 (4.3%)

145t意8千万円中小企業等の振興

831:意7千万円

19億9千万円

-富山空港の拡張整備

.北陵自動車道富山~滑JII間開通

.小杉流通業務団地の造成

七
千
万
円

富
山
県
に
繁
栄
を
も

鴎水田利用再編対策

濁カドミ汚染問復元パイロット事業

瞳中小企業向け融資制度拡充

薗観光客の誘致宣伝活動

・中高年齢者集団選考会

八
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O
億

......・
1・EでT可・
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129億2千万円社会環境の浄化

116億7千万円

1t意2千万円

7051章、3千万円

五千万円

.圃・・・・

一O
億
七
、
九
八
六
万
円

民生費 1 151意8，002万円 (4.3%)

衛生費 98憶9，942万円 (3.7%)

種事費 141憶ら，823万円 (5.2%)

199億円

51i意9千万円

一般行政の充実

そ |四五
爪 10千
泊|四万

1億円

日F，lヘコリ24万b干ドオ(立になりま
2Jo げt庁震の当初予重量と比較して

b ./;}6(})佃ひとなっていま

153億6千万円

300 

費一債
一
初

公
一

(
賠
眼
別
)
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住
み
よ
も、

山

を
つ
く
る

県
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加

と
、
「
県
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
基

き
め
細
か
に
社
会
福
祉
を
推
進
す

る
富
山
県
は
、
福
祉
の
担
い
手
は
県

民

一
人
一
人
で
あ
る
と
い
う
意
識
を

調
と
し
て
福
祉
施
策
を
充
実
し
ま
す
。

園
山
身
障
害
者
に
愛
の
手
を

高
志
学
園
で
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
の
児
童
を
中
心

と
し
た
組
織
の
育
成
に
刻
め
ま
す
。

社
会
福
祉
総
合
施
設
の
一
環
と
し

て
建
設
中
で
あ
っ
た
重
度
身
体
障
害

者
更
生
援
護
施
設
が
本
年
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

新
た
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
病
院
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

に
着
手
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
を
と
い

う
声
に
応
じ
て

福
祉
パ
ス
を
配
備

し
て
便
宜
を
は
ら
い

ま
た

手
話

通
訳
者
の
配
置
を
凶
り
ま
す
。

障
害
児
を
も
つ
お
母
さ
ん
方
の
健

康
回
復
教
室
開
設
事
業
や
精
神
薄
弱

者
更
生
援
護
施
設
の
建
設
に
助
成
し

ま
す
。

園
生
き
が
い
あ
る
老
後
を

ー
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
老
人

に
と
も
か
く
健
康
で

生
き
が
い
あ

健
康
な
家
庭
に
明
る
い
笑
顔

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置

健
康
こ
そ
、
す
べ
て
の
源
泉
で
す
。

婦
人
は
家
庭
の
健
康
管
理
の
担
い

手
と
申
し
ま
し
た
が
、
各
人
が
自
ら

の
健
康
を
守
る
と
い
う
心
構
え
を
持

々
/

d
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ン
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叶
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セ
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叩
什
且

4
市
aの躍

v

舌

い
れ
れ
い
大

11 

轟

つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
健
全
な
家
庭
を

築
き
、
活
力
あ
る
社
会
生
活
が
営
め

る
と
い

う
も
の
で
す
。

回
衛
生
研
究
所
を
充
実

建
設
中
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

完
成
を
期
し
て
、
健
診
シ

ス
テ
ム
の

開
発
に
着
手
し
、
ま
た
、
心
身
障
害

児
の
発
生
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め

の
ク
レ
チ
ン
症
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
開
設
し
た
県
立
中
央
病
院
救

r20年も寿命が伸びた ようだ・・・・一」 アトラクション風景

山嬢義人務返リ祭り

.，.. 

li 

i"'，畢

，主i

4 

る
老
後
を
送

っ
て
い
た
だ
き
た
い

l

多
の
行
事
が
開
か
れ

児
童
へ
の
関

と
い
う
各
種
の
施
策
を
充
実
し
ま
す
。

心
が
大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の

昨
年
喜
ば
れ
た
若
返
り
祭
や
、
生

児
童
年
の
主
旨
を
今
後
に
受
け
継
ぎ

き
が
い
と
創
造
の
事
業
。
在
宅
老
人

児
童
福
祉
対
策
の
充
実
を
は
か
ら
な

に
対
し
て
の
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事
業

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

寝
た
き
り
老
人
の
短
期
保
護
事
業
等

富
山
児
童
相
談
所
の
内
容
を
充
実

を
続
け
て
行
い
ま
す
。

す
る
た
め
に
移
転
改
築
し
ま
す
。
ま

た
、
保
育
所
や
児
童
厚
生
施
設
の
整

備
運
営
の
た
め
の
助
成
、
児
童
ク
ラ

回
国
際
児
童
年
に
終
り
は
な
い

昨
年
は

ぷ
児
童
年
で
し
た
。
幾

健康への関心高めた 110万人の健康展

世相 暗ア司馬

へ
き
地

医
療
対
策
と
し
て
黒
部
市
民
病
院
を
、

へ
き
地
中
核
病
院
に
指
定
、
助
成
し

衛
生
研
究
所
の
移
転
改
築
を
し
て

命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
、

5 

充
実
し
、
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
の

設
置
を
促
進
し
ま
す
。

ま
J
0
7

。

婦
人
の
役
割
を
重
要
視

婦
人
青
少
年
課
を
設
置

婦
人
の
社
会
及
び
家
庭
に
お
い
て

の
役
割
の
重
要
性
は
論
を
待
た
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
県
政
の
円

滑
、
有
効
な
推
進
に
お
け
る
婦
人
の

役
割
も
考
慮
し
て
、
婦
人
の
地
位
向

上
、
社
会
参
加
の
促
進
、
あ
る
い
は

福
祉
向
上
等
、
婦
人
を
と
り
ま
く
諸

ま
ず
県
庁
内
に
婦
人
青
少
年
諜
を

設
置
す
る
ほ
か
、
婦
人
問
題
懇
話
会

を
設
け
て、

各
界
各
層
の
意
見
を
聴

取
し
て
、
婦
人
施
策
に
反
映
さ
せ
ま

施
策
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
ま
す
。

固
婦
人
の
声
を
県
政
に

す



ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
、
各
校
下
単
位
に

婦
人
地
域
活
動
推
進
委
員
を
配
置
し

ま
す
。

ロ
婦
人
ガ
ン
ゼ
ロ
ゼ
ロ
運
動

一
方
、
悩
祉
対
策
と
し
て
、

母
子

家
庭
に
対
す
る
医
療
費
公
費
負
担
制

度
を
発
足
し
て
、
母
子
の
健
康
の
峰

保
と
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
生
活
の

を
展
開
し
ま
す
。

し
て
、

「
家

庭

に

お

け

る

健

康

管

理

は
お
母
さ
ん
」
と
い
う
意
識
の
高
揚

県
民
の
関
山
高
い
物
価
へ
の
対
応

を
図
り
ま
す
。

な
お
婦
人
そ
の
も
の
の
健
康
対
策

と
し
て

「
婦
人
癌
ゼ
ロ
ゼ
ロ
運
動
」

回
物
価
の
安
定
ヘ

安
定
を
図
り
ま
す
。

き
ら
に
、

婦
人
健
康
大
学
を
開
設

チ
ェ
ッ
ク
・
カ
レ
ン
ダ
ー
配
本

最
近
の
物
価
動
向
は
卸
売
物
価
の

す 努動|し策調っ す向にをつ長こ
る八め性ズ、にとく長 。 け即育〈期の私

カ、 代十年 T二、 に ソ 創しる て 応 て る 的 時 は
の い弾 来得出 フ 意て総み 全しる」なに知
ょ と力 卜と 、 よ 力な」言展あ事
う は考性 ウ工あ計正E』3 い をがの山望 fこ就

に激 え に る 工 夫 ら L画- 富 尽ら三県にり任
動て富限アをゆ 山 く 『 大に立、以

世のおんりをこるを県 し愛施繁つ決来

界時りだ対中ら施基を まと策栄て意十

の代ま行応心 繁をを、をー

政とす 執体政4制7 し(: 県 栄柱も「一年治い た、 のにた{主 層目

わ 営政策運と 県 政県 らみ新 をれ 民 時すよ fこ迎
経済; る の イ吃l 」「い lこえ

をのの のの若富しま

めを 確様ゑ 民 実すい山てし
ぐ予 保 、 な 現 う世 県、 fこ

に樫ニ の tこ勢代を 中

イ 高をのも 英 ;原が向て 諸
ンこ ま 及 変 の エ経あ とき情
パのつ ぼ化 と ネ済りもて勢

ク よてすがな ルのま絡 4ヨは

卜うき度、り 知 ギ 度成高 すんり
をなて合本つ | 。 で、ま

来得出 諸おい県つ 問 、国す
情りはのあ 題長必内ま

勢ま、県る と 等をず 景す
るのすこ民現 膚唱 の支 し気複

限変 れ生在 国 化顕在 え もの来住

りイヒ ま活 山 努力 て 予 先 化和がで、国 き断行
らもにの 芹l自を とたをき不

げた 比 来情勢済圭 内 生n と 諸 許も確
らべ外 ~~ も条 さ、実

あす 、の 事 に 件な物 性

る急格に諸 過がい価を

ぃ;敷段影情 去 もの増

勢中 を の
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引
て
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似
て
す
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地
域

の

ん
々
の
-
一
即
解
に
よ
り
一
崎
J
H
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¥

代

け
じ
ハ
ス
を
定
ん
せ
る
こ
と
に
な
リ

ま
ー
に
/
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ハ
ス
専
用
ι

什
動
半
道
の
建
設
を
早

的
、
代
状
円
パ
ス
の
庄
一
行
に
文
障
の
な

い
よ
う
、
地
域
の
振
興
も
含
め
て
配

噌
i
d
ま
す

J

制
若
者
の
定
住
の
地
に

山
村
の
過
そ
化
の
歯
止
め
と
し
て

は
、
計
者
に
魅
刈
あ
る
環
境
地
域
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新

Lm鮎
川

議つ一
価

J
a
R

物由至

九
必
ヌ

官
ぺ
政県

.のみれ

) 骨二回

JT
口防

H

J
州
列
柑
μ
川
一
し
指
呼
強
化
等

日

ι省
の
流
出
附
け

に
山
村
地
域
若

者
定
住
環
境
整

備

モ
デ
ル
事
業
を
新

1

く
推
進
し
ま
す
u

ま
た
、
山
村
阪

、
リ
ド
ト
似
わ
灼
ま
す

ー
水
川
河
川
取
し

「

そ

木

の付
叩川内

に

に
よ
り
、
美
し
く
仇
み
よ
い
環
境
つ

剛
一刈
京
事
業
の
拡
大
、
尚
一品川ハ

ス
の

ト岬汗
い
に
助
成
し
、
地
域
交
通
の
雌
保

安
ら
ぎ
と
潤
い
、

十
努
め
ま
す

。
美
し
い
環
境
づ
く
り

判
沿
問
辺
の
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の

急
上
昇
を
続
け
て
お
り

こ
れ
が
消

費
者
物
価
に
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

県
の
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、
物

価
問
題
が

一
番
関
心
が
高
く
な

っ
て

お

こ
の
安
定
対
策
に
つ
い
て
最

大
阪
の
考
慮
を
払

っ
て

い
き
ま
す
。
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①
県
立
高
校
等
の
技
業
料
据
置
。

②
価
格
監
祝
及
び
情
報

の
提
供
。

③
生
活
必
需
物
資
の
需
給
実
態
調
査

の
徹
底
と
安
定
供
給
。

④
消
費
者
の
知
識
高
陽
に
「
県
政
パ

ス
物
価
コ
ー

ス
」
開
設
。

⑤

市
町
村
で
の
生
活
用
品
交
換
会

物
価
教
室
事
業
等
へ
の
助
成
。

ロ
物
を
大
切
に
す
る

ωを

基
本
的
に
は
凶
の
施
策
を
待

つ
と

こ
ろ
が
大
き
い
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
で
す
が
、
資
源
の
少
な
い

H
本

に
あ
っ
て
、
省
資
源
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
思
想
普
及
の
徹
底
を
図
ら
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自
然
を
大
切
に

ン
タ
!
着
工

自
然
博
物
園
セ

ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す

私
た
ち
の
中
活
に
安
ら
ぎ
と
潤
い

立
山
の
弥
陀
ケ
原
地
区

の
制
生
復

込
成
を
は
じ
め
、
公
害
測
定
機
器
の

充
実
、
公
害
監
視
体
制
の
整
備
、
公

を
与
え
て
く
れ
る

'U
然
の
保
全
は

，、、

，し
+
。
、

d
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か
ね
て
研
究
さ
れ
て
き
た
緑

化
試
験
の
成
果
に
基

づ
き
荷
千
き
れ



ま
す
。

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
の

子
供

立
山
の
シ
ン
ボ
ル
雷
鳥
の
生
息
状

の
国
ゾ

l
ン
の
整
備
、

C
地
区
に
自

然
に
親
し
み
、
自
然
を
守
り
育
て
る

況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
然
博
物
園

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

高
ま
る
学
習
意
欲
と
芸
術
へ
の
関
山

県
立
美
術
館
叩
月
竣
工
、
来
年
初
夏
開
館

回
県
民
大
学
校
に
婦
人
コ
ー
ス

心
は
年
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。

す
が
教
育
県
と
い
う
と
こ
ろ
。

県
民
の
生
涯
教
育
に
対
し
て
の
関

-、，
... }f 可

-岡剛圃副惨

虫剤晩筒除制陪e頃神階 Jバ峨虜V

よ
り
、
交
通
事
故
は
ほ
と
ん
ど
防
止

し
ま
す
。

で
き
る
は
ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
は
計
画
的
に
図
り
ま
す
が
、
交
通

事
故
は
、
お
互
い
の
理
解

・
協
力
な

地
域
で
も
職
場
に
お
い

て
も
運
転

者
の
教
育
、
指
導
を
強
め
、
市
町
村

と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

っ
て
交
通
弱

者
(老
人

・
子
ど
も
等
)対
策
を
推
進

さ

こ
の
増
大
す
る
県
民
の
学
習
意
欲

の
気
運
を
よ
り
一
層
高
め
、
定
着
き

ロー卜レック「彼女たち」県立美術館収蔵作品

キ
4
F

竣
工
す
る
予
定
で
、
来
年
の
若
葉
も

ゆ
る
初
夏
に
開
館
す
る
こ
と
に
な
り

キ
?
し
ょ
、
っ
。

開
館
の
時
に
は
、
こ
の
美
術
館
に

何
は
と
も
あ
れ
、

8 

寄
せ
ら
れ
て
い
る
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
す
ば
ら
し
い
開
館
記
念
シ
リ
ー

ズ
展
を
開
催
す
る
た
め
に
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

正
し
い
突
通
ル
l
ル
を

地
域
ぐ
る
み
で

運
転
者
も
、

こ
う
し
た
中
で
農
家
や
関
係
者
の

ご
珂
併
を
得
て
、
麦
、
大
豆
、
飼
料

作
物
等
の
安
定
し
た
生
産
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
集
団
転
作
の
定
着
化
を

歩
行
者
も
、

を
高
め
て
恥
E
t
し
い
ル

l
ル
を
実
践

ま
た
、

和
軍

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
交
通
公
園
は
基
本
設
計

に
着
手
し
ま
す
。

県民大学校に婦人コースを開講

せ
る
た
め
に
、
県
民
大
学
校
の
内
容

を
さ
ら
に
充
実
し
、
新
企
画
と
し
て

婦
人
コ

l
ス
を
開
設
し
ま
す
。

地
域
の
社
会
教
育
充
実
の
た
め
に

各
種
の
学
級
や
講
座
開
設
事
業
、

た
、
社
会
教
育
指
導
者
の
養
成
と
そ

の
資
質
の
向
上
、
地
方
文
化
施
設
、

社
会
教
育
施
設
等
の
整
備
や
社
会
教

育
関
係
団
体
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

建
設
中
の
県
立
美
術
館
は
十
月
に

県
民
一
人
一
人

F
交
通
安
全
意
識

く
し
て
は
防
止
で
き
ま
せ
ん
。
交
通

死
亡
事
故
の
防
止
を
主
眼
と
し
た
安

全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

田
利
用
再
編

1
集
団
転
作
の
定
着
ヘ

青
少
年
が
ふ
れ
あ
う
「
引
世
紀
の
森
」

米
の
比
重
高
め
る

目
株
耐
積
が
大
脳
に
増

県
内

の
農
業
は
、
極
め

は
じ
め
と
し
て
、

農
地
の
高
度
化
、

汎
用
化
、
地
域
農
業
生
産
総
合
振
興

対
策
等
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

ま
た
、
技
術
指
導
の
強
化
、
流
通

し

マ
ナ
!
の
向
上
を
図
る
こ
と
に

販
売
経
路
等
の
整
備
に
も
万
全
の
措

置
を
講
じ
ま
す
。

一
方
、
富
山
県
の
基
幹
作
物
は
何

と
い

っ
て
も

「
米
」
が
中
心
で
あ
り

ま
す
。

ま
す
ま
す
激
化
が
予
想
さ
れ
る
産

地
問
競
争
に
耐
え
抜
く
た
め
に
、
従

来
に
増
し
て
良
質
米
の

比
重
を
高
め

る
と
と
も
に
生
産
性
の
高
い

中
核
農

家
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
農
業
構
造
改
善
事

業
、
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
農
村
に
お

け
る
生
産
基
盤
と
生
活
環
境
と
の
調

和
を
考
、
ぇ
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

9 

事
業
等
、
農
業
を
と
リ
ま
く
諸
事
業

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
、
計
画
的

に
実
施
し
ま
す
。

回
農
業
総
合
研
修
館
を
建
設

農
業
者
を
は
じ
め
農
業
技
術
者
の

研
修
、
試
験
研
究
の
成
果
の
効
果
的

普
及
を
凶
る
た
め
、
農
業
改
良
詐
及

事
業
の
総
合
指
導
体
制
を
整
備
し

新
し
く
農
業
総
合
研
修
館
を
建
設
し

ま
す
。

ま
た

日
間
山
県
農
協
会
館
の
公
共

性
に
着
目
し
て
建
設
に
助
成
し
ま
す
。
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ロ
カ
ド
ミ
汚
染

Rmm復
元
に
着
手

神
一
旭
川
流
域
の
カ
/

ミ
ウ
ム
汚
染

J
 

田
の
復
花
は
関
係
市
刈
村
及
び
地

比
の
方
々
の
ご
協
力
を
伴

d
て
、
速
や

か
に
パ

イ

ロ
ッ
ト
事
業

に
着

手
し

ま
す
。

同

悶
野
菜
価
格
の
保
証
制
度
を
改
善

同
芸
特
産
物
の
生
産
は
、

7]( 
l:U 
平IJ

肘
再
編
対
策
に
よ
り
、

メ入
寸

後

同
情
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

野
菜
の
生
産
地
育
成
と
計
幽
的
な

生
産
山
仰
を
強
化
し
、

J

長
川
一
こ
こ
J
H
b
H

ta午

J
j
f
i
')
H
'u
ホ

調
川
沿
貨
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

聖f
おf
オえよ

価
時
保
証
制
度
の
改
善
を
凶
り
ま
す
。

凶日
養
豚
経
営
安
定
対
策
資
金
設
置

一
治
産
経
営
の
生
産
性
を
高
め
る
た

め
に
、
草
地
の
利
用
推
進
、
古
田
産
団

地
の
造
成
、
優
良
家
苗
の
導
入
を
積

極
的
に
進
め
、
現
ト
れ
の
豚
価
格
安
値

に
対
処
し
て
養
豚
経
営
安
定
対
策
資

金
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
豚
需
給
調
整
事
業
の
強

化
と
食
肉
流
通
改
善
対
策
を
強
力
に

推
進
し
ま
す
。

国
水
産
資
源
の
確
保
ヘ
積
極
策

本
県
の
水
産
葉
は
、

二
百
カ
イ
リ

時
代
の
本
格
的
な
到
来
と
、
燃
油
の

高
騰
が
加
わ
り
厳

-L
い
環
境
と
な
っ

善
資
金
の
融
資
枠
を
拡
大
す
る
等
、

き
め
細
か
な
配
慮
を
い
た
し
ま
す
。

園
地
場
産
業
の
総
合
振
興
を

伝
統
あ
る
産
業
の
産
地
振
興
半
業

の
拡
充
に
加
え
て
、

地
場
産
業
総
合

振
興
対
策
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
、
そ
の
基
礎
調
査
を
行
い
ま
す

全
同
の
消
費
者
に
優
良
で
品
質
の

安
定
し
た

「
富
山
め
く
す
り
」
を
供

給
す
る
た
め
に
、
家
庭
薬
製
造
業
の

泣
代
化
と
開
発
研
究
等
と
と
も
に
、

て
い
ま
す
。

こ
の
叫
状
況
下
か
ら
、
漁
港
の
整
備
、

沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
の
実
地
、

魚
礁
の
設
置
等
の
事
業
を
積
極
的
に

進
め
、
一
方
、

漁
業
用
燃
油
対
策
特

別
資
金
を
拡
充
す
る
な
ど
、
水
産
資

川
仰
の
確
保
と
漁
業
経
営
の
・
一
女
定
に
努

め
ま
す
。

作
イJ

回
林
業
生
産
の
活
性
化
を

林
道
、
造
林
、
治
山
の
諸
事
業
を

積
極
的
に
進
め
る
県
内
の
林
業
の
振

興
策
に
加
え
て
、
林
業
生
産
の
活
性

化
を
図
る
新
林
業
構
造
改
善
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
森
林
組
合
の
育
成
強
化
、

広
域
合
併
の
促
進
に
努
め
、
林
業
後

継
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
と
し
て
、
青
少

年
に
林
業
を
理
解
さ
せ
る
と
同
時
に
、

本
林
と
の
触
れ
あ
い
か
ら
白
然
の
大

切
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と

「引
世

紀
の
森
」
を
つ
く
り
ま
す
。

情
報
3
セ
ン
タ
ー
か
ら
生
き
た
情
報
を

観
光
客
誘
致
に
大
都
市
で
宣
伝
活
動

圏
中
小
企
業
ソ
フ
ト
画
で
充
実

配
置
員
の
資
質
向
上
と
語
、継
者
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

回
海
外
に
販
路
を
求
め
て

年
開
通
し
て
観
光
存
が
訪
れ
滞
留

し
て
く
れ
る
よ
、
っ
、
広
域
観
光
圏
域

開
発
務
備
事
業
を
強
力
に
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
新
企
画
と
し
て
観
光
客

誘
致
穴
伝
活
動
の
た
め
の
観
光
展
を

大
都
市
で
開
催
し
ま
す

J

立
山
山
麓
観
光

レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ

ン
地
区
整
備
事
業
は
五
十
六
年
オ

l

伝統ある地場産業 (高岡銅器)

水産振興には育て る漁業で対応

プ
ン
す
る
よ
う
進
め
ま
す
。

県
の
物
産
の
版
路
拡
大
の
た
め
に

西
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
山
、

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
が
環
境
変

化
に
対
応
し
、
健
全
な
発
展
を
遂
げ

て
い
く
に
は
、
人
材
を
養
成
し
、
技

術
開
発
力
を
養
い
、
情
報
収
集
力
を

強
化
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
な
面
を
充

実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う

昨
年
開
設
し
た
情
報
三
セ
ン
タ
ー

(県
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
-
日
本
貿
易

振
興
会
民
山
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

-

日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
北
陸

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
を
有
機
的
に

結
合
し
て
、
企
業
に
生
き
た
情
報
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
そ
の
体
制
の
強

化
、
充
実
を
さ
ら
に
図
り
ま
す
。

回
融
資
制
度
の
甑
充

中
小
企
業
技
術
指
導
制
度
の
大
幅

な
拡
充
に
努
め
、
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
構
想
を

叶
具
体
化
す
る
た
め
に

ソ
連
の
ハ

1L
フ
ス
ク
市
な
ど

外
で
催
さ
れ
る
日
本
商
品
見
本
市
に

砧
極
的
に
参
加
す
る
ほ
か
、
大
引
の

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
企
業
体

質
の
改
善
を
図
る
た
め
、
県
単
独
の

各
種
融
資
制
度
を
拡
充
し
、
中
小
企

守口

業
信
用
保
証
協
会
の
基
盤
強
化
に
努

め
る
ほ
か
、

高
度
化
資
金
等
の
諸
制

度
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

下
請
中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
の

資
金
枠
を
設
け
、
振
興
協
会
へ
の
助

成
を
充
実
し
、
組
織
化
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
発
注
開
拓
と
受
注
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

固
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
に
朋
成

小
規
模
企
業
の
育
成
に
は
、
経
営

指
導
員
等
の
増
員
、
商
工
会
館
の
建

設
助
成
に
努
め
、
新
た
に
で
き
る
広

域
指
導
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
経
営
改

j毎

産
業
展
不
館
構
想
に
つ
ト
色
調
査
し

ま
す
。

中
高
年
齢
者
の
雇
用
に
奨
励
金
を

働
く
婦
人
の
家
等
の
建
設
に
助
成

回
雇
用
に
応
じ
だ
訓
練
を
実
施

中
高
年
齢
者
に
と

っ
て
の
一
層
別
情

勢
は
厳
し
い
状
出
に
あ
り
ま
す
。

県
で
は
こ
の
対
策
と
し
て
、
同
の

就
職
疑
護
助
成
制
度
な
ど
、
存
純
制

度

の
総
合
的
か
つ

積
川
柳
的
な
活
用
を

凶
リ
、
新
た
に
中
高
年
齢
者
の
集
団

選
考
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
中

高
年
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
た
諸
地
策

を
強
力
に
進
め
ま
す
。

特
に
、
新
年
度
か
ら
県
単
独
の
継

続
雇
用

・
再
雇
用
奨
励
金
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

宇
品
人
ん

雇
用
情
勢
に
即
応
し
た
遇

齢
者
の
山
門
就
職
の
促
進
を
図
る
た
め

に
、
述
成
訓
練
を
、
正
体
に
し
て
機
動

的
、
弾
力
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
勤
労
者
の
福
祉
対
策
と

し
て
、
金
融
対
策
の
充
実
や
、

働
く

婦
人
の
家
等
の
建
設
に
助
成

に
努
め

オオ

時
適
切
な
職
業
訓
練

特

年

ま
す
。

機
能
充
実
し
だ
富
山
空
港
関
年
開
港

強
力
に
働
き
か
け
よ
う
北
陸
新
幹
線
着
工

園
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
早
期
着
工

地
元
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で

基
本
的
ご
同
意
を
得
た
ぺ
日
間
山
空
港
の

拡
張
献
花
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

問
地
の
取
得
等
地
権
者
の
ん
々
と
協

議
を
重
ね
、
速
や
か
に
合
意
を
得
る

よ
う
努
力
し
て
、
拡
張
工
事
に
着
手
、

置
県
行
周
年
の
主
義
あ
る
年
の

五
十

八
年
に
開
港
し
た
い
と
巧
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
空
港
周
辺
の
地
域
振

興
策
に
は
誠
怠
を
も

っ
て
対
処
し
て

ま
い
り
ま
す
。

着
工
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
北
陸

新
幹
線
に
つ
い
て
も
、
そ
の
財
源
措

置
の
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ



敦賀~米原問に続いで富山~滑川問

が開通(12月予定)することで北陸

自動車道の役割はますます重要に

と
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
着
工
へ

の
大
き
な
足
が
か
り
が
得
ら
れ
た
と

討
価
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

一
刻

も
早
く
着
工
で
き
る
よ
う
強
力
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

北
陸
自
動
車
涯
の
高
山
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
滑
川
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
の
区
間
は
、
今
年
十
二
月
に

開
通
す
る
予
定
で
工
事
が
進
ん
で
お

り
滑
川
以
東
に
つ
い
て
も
、
早
期

開
通
を
め
さ
し
努
力
し
て
い
る
と

ろ
で
す
。

富
山
l
名
古
屋
を
結
ぶ
東
海
北
陸

自
動
車
道
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
も

学
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の

中
核
的
教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
機

能
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

富
山
・

高
岡
聞
の
国
道
八
号
線
の

四
単
線
化
と
滑
川

・
富
山
バ
イ
パ
ス

の
早
期
実
現
を
は
じ
め
と
す
る

一
般

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

そ
の
促

、
ナ
ル
会
社

へ
応
分
の
出
資
を
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
関
連
施
設

の
用
地

同
UM 
i1: 

造
成
に
も
鋭
意
整
備
を
進
め
ま
す
。

を
胃

て
る

調
和
あ
る
知
・徳
・体エフス
実
践
力
を

新
設
高
校
東
部
に
ニ
校

西

部

に

ニ
校

回
充
実
し
だ
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育

今
日
の
学
校
教
育
は
、
知

・
他
・

休
の
調
和
の
つ
え
に
、
さ
ら
に
、
情

極
的
な
実
践
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
c

そ
の
た
め
に
は
、
ゆ
と
り
あ
る
、

し
か
も
充
実
し
た
教
育
課
紅
の
展
開

が
必
要
で
、
教
育
環
境
の
似
J

備
、
教

職
員
の
資
質
及
び
指
導
力
の
J

川
上

そ
大
切
で
あ
り
ま
す
。

園
老
朽
、
危
険
校
奮
な
ど
改
築

五
卜
八
年
以
降
中
学
卒
業
者
が
急

閉
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
第

一
則
分
と

し
て
富
山
市
に

二
校

(
水
情

・
呉
羽

地
内
)
と
福
岡
町
、
大
門

・
大
'
品
地

域
に
各
一
校
の
計
四
校
の
新
し
い
高

て
、
私
立
大
学
の
誘
致
、
既
設
の
各

大
学
の
拡
充
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

は
ば
定
け
青
少
年
計
世
紀
に
向
け
て

第
二
少
年
自
然
の
家
完
成

進
を
図
リ
ま
す
。

回
進
む
小
杉
流
通
業
務
団
地
の
造
成

企
業
誘
致
に
は
、
五
十
四
年
度
実

施
し
た
適
正
業
種
委
託
調
査
の
結
果

を
ふ
ま
え
て
、
企
業
立
地
推
進
助
成

制
度
の
十
分
な
活
用
と
相
ま

っ
て、

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

な
お
、
造
成
中
の
小
杉
流
通
業
務

団
地
に
つ
い
て
は
、

4
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今
後
は
さ
ら
に
、
県
局
の
高
等
教

育
機
関
へ
の
要
望
は
強
く
な
る
こ
と

は
必
定
で
、
県
内
各
界
の
合
意
を
得

砺
波
青
少
年
の
家
、

回
社
会
的
役
割
と
責
任
を
自
覚

言
少
年
は
次
代
の
郷
土
の
伺
い
手

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
青
少
年
が

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
社
会
的
役

割
と
責
任
を
自
覚
し
、
心
身
を
鍛
練

し
て
、
規
律
協
同
の
精
神
を
培
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
家
庭
、
学
校
、
職
場

地
域
社
会
等
が

一
体
と
な
り
、
青
少

年
の
指
導
育
成
や
有
害
環
境
の
浄
化

等
の
諸
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

建
設
中
の
「
砺
波
青
少
年
の
家
」

「
第
二
少
年
自
然
の
家
」
が
今
年
開
所

い
た
し
ま
す
。
既
存
の
青
少
年
の
施

設
を
含
め
て
、
有
機
的
な
協
調
体
制

を
と
り
、
有
効
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

回
青
年
の
船
に
新
し
い
試
み

船
で第
す十
が回

を
迎
え

る
畠

山
県
青
年
の

一
般
部
門
は
十
月
に
六

十
名
の
青
年
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
へ
派
遣

し
ま
す
。

初
の
試
み
と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
実
施
し
ま
す
。

農
業
部
門
は
高
校
生
を
含
む
二
十

四
名
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
派
遣
し

ま
す
。

両
部
門
と
も
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
、
有
為
な
中
堅
青
年
と
し
て
育
つ

ょ
う
努
め
ま
す
。

等
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
は
肌
械
の

と
お
リ
で
す
が
、
こ
れ
ら
新
設
校
樫

備
と
の
関
連
も
考
慮
し
て
、
既
設
い
似

の
左
朽
、
危
険
校
舎
の
改
築
、
体
育

館
等
の
川
和
備
に
努
め
ま
す
。

回
し
ら
と
り
養
護
学
校
に
高
等
部

特
殊
教
育
関
係
で
は
、

し
ら
と
り

養
護
学
校
に
高
等
部
を
設
け
、

高
志

養
護
学
校
に
特
別
教
室
を
増
築
す
る

は
カ
、

今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
児

童

・
生
徒
に
備
え
て
、

新
設
の
調
査

を
い
た
し
ま
す
。

回
私
学
特
色
化
推
進
モ
デ
ル
校
を

私
学
の
振
興
に
は
、
引
き
続
き
、

経
常
費
助
成
の
拡
充
に
努
め
、
魅
力

あ
る
私
立

.

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

• の
新
企
画
と
し
て
、

特
色
化
推
進
モ

デ
ル
校
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま

12 

し
た
。

専
修
学
校
や
各
種
学
校
教
育
振
興

の
た
め
、
教
育
設
備
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

ロ
富
大
で
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

高
岡
に
国
立
恒
期
高
等
教
育
機
関

を
設
置
す
る
創
設
準
備
調
査
費
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
早
期

設
置
に
つ
い
て
国
に
働
き
か
け
ま
す
。

四
月
に
洗
足
学
園
魚
津
知
期
大
学

が
開
学
さ
れ
た
こ
と
は
ご
存
知
の
と

お
り
で
す
。

富
山
大
学
に
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
施
設
と
し
て
、

ト
サ

'F
ウ
ム
科

ま
た
、

過
去
の
成
果
を
ふ
ま
え
て

今
後
の
青
少
年
の
国
際
交
流
の
あ
り

万
な
ど
総
合
的
に
検
討
を
加
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
さ
か
ん

今
年
度
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ニ

回
日
常
生
活
の
中
巳
ス
ポ
ー
ツ
を

各
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
よ
り
一
層
進
め
「
県
民
一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
趣
旨
を
日
常
生
活

の
中
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
心
身

共
に
健
康
な
県
民
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
は
、
最
近
の
ス
ポ
ー
ツ

熱
か
ら
相
当
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

体
育
施
設
の
整
備
、
指
導
体
制
の

確
立
等
の
条
件
整
備
を
積
極
的
に
図

り
ま
す
。

県
民
体
育
大
会
や
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
学
校
の
内
容
の
充
実
改
善
に
努
め

社
会
体
育
指
導
員
の
増
員
、
学
校
体

育
施
設
の
開
放
促
進
、
体
育
団
体
の

助
成
拡
充
な
ど
に

一
層
の
配
慮
を

い

た
し
ま
す
。

一フt
h
s
 

ス一
へ

オ
ド

は

ン

回
ラ

ム
ウ
一

の
ジ

目
一

回
ユ

川

ニ

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
建
設
を
進

め
て
い
る
頼
成
庭
球
場
を
十
二
面
の

守3

コ
ー
ト
を
有
す
る
大
型
の
施
設
と
し

て
完
成
さ
せ
る
ほ
か
、
県
営
野
球
場

の
グ
ラ
ン
ド
整
備
、

総
合
体
育
セ
ン

タ

l
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
は
、
第
一
回
北
信

'つ
越
玉
県
国
民
体
育
大
会
と
、
全
国
高

等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
!
大
会
が
本

県
で
聞
か
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
一
層
県
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
競
技
水
準

指
導
力
の
向
上
な
ど
に
役
立
ち
、
本

県
の
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大

の
成
果
が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
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む
か
し
む
か
し
と
ん
と
あ
っ
た
と
。

越
中
の
国
に
¥
神
通
川
と
い
う
川
、
ガ
あ
っ
て
¥
一
日

じ
ゅ
う
¥
ゴ
ォ
|
¥
ゴ
ォ
ー
と
川
の
琶
の
す
る
山
奥

に
¥
小
さ
な
村
、
ガ
あ
つ
だ
と
。

そ
の
村
に
¥
は
だ
ら
き
者
の
お
じ
じ
と
な
さ
け
ぶ
ガ

い
お
ば
ぱ
と
あ
つ
だ
と
。

そ
の
家
も
¥
す
ぐ
下
、
ガ
川
で
¥
苔
む
か
l

し
か
ら
力

ツ
パ
ガ
す
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
あ
っ
た
、
か
¥
だ
れ

も
見
定
者
が
お
ら
な
か
つ
だ
と
。

お
じ
じ
と
お
ば
ば
の
家
で
は
¥
山
か
ら
ま
き
を
は
こ

ん
だ
り
¥
(
〈
口
の
お
く
の
畑
か
ら
¥
粟
ゃ
あ
ず
き
を
は

こ
ん
、
だ
り
す
る
の
に
¥
馬
を
一
び
き
か
っ
と
っ
た
と
。

け
さ
も
¥
お
ば
ば
ガ
朝
ご
は
ん
の
よ
う
い
を
す
る

し
¥
お
じ
じ
は
¥
い
つ
も
の
よ
う
に
暗
い
う
ち
に
で

か
け
て
朝
草
か
り
に
い
っ
て
き
た
と
。

お
い
し
そ
う
な
草
を
¥
ユ
サ
¥
ユ
サ
¥
ユ
サ
と
¥
お

じ
じ
の
体
も
見
え
ん
ほ
ど
¥
だ
く
さ
ん
し
よ
っ
て
き

て
¥
ド
サ
ッ
と
庭
に
あ
ろ
い
た
ら
¥
馬
、
ガ
寸
イ
ヒ
ヒ

サ
ラ
ガ
か
わ
く
と
¥
力
ツ
パ
は
な
ん
に
も
で
き
な
く

な
る
が
¥
サ
ラ
ガ
ぬ
れ
る
と
千
人
力
に
な
る
、
ガ
、
だ
と
。

お
ば
ば
ガ
¥
う
っ
か
り
ぬ
れ
た
し
ゃ
も
じ
で
¥
疋
芝

い
だ
も
ん
で
¥
頭
の
サ
ラ
が
ぬ
れ
て
¥
お
っ
そ
ろ
し

い
力
、
ガ
で
だ
が
や
と
。

そ
れ
か
ら
二
(
)
三
日
だ
つ
だ
朝
は
や
く
¥
ご
は
ん
の

し
だ
く
を
し
て
い
た
お
ば
ば
の
と
こ
ろ
へ
¥
山
草
を

手
に
つ
か
ん
だ
あ
の
力
ツ
パ
ガ
あ
ら
わ
れ
て
¥
キ
チ

ン
と
す
わ
っ
て
お
じ
ぎ
し
と
つ
だ
と
。

ど
ん
な
話
し
し
だ
か
わ
か
ら
ん
け
ど
¥
そ
れ
か
ら
と
い

う
も
の
は
¥
こ
の
家
で
ケ
ガ
や
ア
ヤ
マ
チ
に
よ
く
き

く
山
草
の
つ
ア
イ
ス
L

と
い
う
く
す
り
を
つ
く
っ
て

因
っ
て
い
る
人
に
わ
け
て
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
芝
と
。

あ
ま
り
よ
く
き
く
の
で
大
ひ
ょ
う
ぱ
ん
に
な
っ
て
¥

お
じ
じ
と
お
ば
ば
は
大
金
持
ち
に
な
っ
た
と
。

こ
れ
で
ば
っ
ち
り
¥
な
べ
の
ふ
だ
。

-
民
話
提
供
者

杉
下
清
一
氏

(大
沢
野
町
笹
津
・
日

歳
。
大
沢
野
町
町
史
編
さ
ん
室
勤
務
、
町
文
化
財
審
議
委

員
、
趣
味
は
民
俗
調
査
で
野
仏
や
獅
子
舞
に
詳
し
い
。
昭

和
お
年
第
一
次
の
町
史
編
さ
ん
も
行
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の

後
社
会
教
育
担
当
時
に
意
気
投
合
し
た
青
年
た
ち
と
と
も

に
各
家

々
を
ま
わ
り
、
古
い
農
耕
具
や
生
活
道
具
を
収
集

昭
和
的
年
に
町
の
民
俗
資
料
館
を
開
設
し
、
こ
れ
を
展
示
、

昭
和
日
年
に
は
自
ら
の
献
身
的
努
力
に
よ
り
大
沢
野
町
猪

谷
に
、
加
賀
百
万
石
の
関
所
跡
石
碑
を
建
立
。)

-
給
画
作
者

長
根
尾
幸
子
氏
(
大
沢
野
町
加
納
・

叩
歳
。

昭
和
日
年
度
県
展
洋
画
の
部
で
県
展
大
賞
受
賞
。)

河
童
の

寸
ア
イ
ス
L

文
・

杉

下

清

絵
・

長
根
尾
幸
子

-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

ー
ン
¥
イ
ヒ
ヒ
ー
ン
L

と
な
い
た
と
。

お
じ
じ
、
ガ
¥
草
か
り
か
ら
か
え
っ
て
く
る
と
¥
い
つ

も
馬
は
「
イ
ヒ
!
ン
L

と
な
く
、
ガ
¥
け
さ
の
イ
ヒ
ヒ

l

ン
は
い
つ
も
と
ち
が
う
の
で
¥
あ
わ
て
て
お
ろ
い

て
み
た
ら
¥
小
さ
い
小
さ
い
こ
ど
も
よ
り
小
さ
い
も

ん
が
¥
馬
の
く
び
に
な
わ
を
か
け
て
¥
さ
か
ん
に
ひ

っ
ぱ
っ
て
あ
る
が
だ
と
。

体
は
ま
る
は
だ
か
¥
頭
の
ま
わ
り
、
だ
け
に
毛
が
あ
っ

て
¥
口
の
と
と
っ
べ
(
く
ち
び
る
〉
、
か
や
だ
ら
と
つ

き
で
て
お
つ
だ
も
ん
で
¥
お
じ
じ
は
¥
こ
れ
が
力
ツ

パ
と
い
う
も
ん
に
ち
が
い
な
い
と
¥
そ
こ
に
か
け
て

あ
っ
た
大
き
な
か
が
り
(
縄
で
つ
く
つ
だ
い
れ
も
の
)

を
ひ
っ
か
ぶ
せ
て
(
か
ぶ
せ
て
)
つ
か
ま
え
¥
上
か

ら
な
わ
で
グ
ル
グ
ル
ま
き
に
し
ば
り
¥
な
が
し
も
と

(
す
い
じ
ば
の
入
口
)
の
工
閏
に
こ
ん
こ
ろ
が
い
と
い

だ
(
こ
ろ
、
ガ
し
て
お
く
)
と
。

と
な
り
の
お
じ
じ
も
¥

(
不
転
載
)

力
ッ
パ
は
¥
か
な
し
そ
う
に
一
腕
、
じ
ゅ
う
キ
ュ
|
¥

キ
ュ
ー
な
い
と
つ
だ
と
。

つ
ぎ
の
弱
¥
お
ば
ば
ガ
な
が
し
で
¥
だ
い
だ
ご
は
ん

を
お
ひ
つ
に
う
っ
そ
う
と
お
も
っ
て
¥
し
ゃ
も
じ
を

水
に
ぬ
ら
し
て
¥
な
べ
の
ふ
た
を
と
つ
だ
ら
¥
お
い

し
そ
う
な
ご
は
ん
の
に
お
い
が
¥
ゆ
げ
と
い
っ
し
ょ

に
フ
ワ
¥
フ
ワ
¥
フ
ワ
ー
と
で
た
と
。

力
ッ
パ
は
¥
は
ら
が
へ
っ
て
い
だ
も
ん
で
¥
キ
ュ
ー

と
な
い
だ
と
。
そ
し
だ
ら
お
ば
ば
ガ

「
お
ま
え
¥
ひ
と
の
だ
い
じ
な
馬
を
¥
ひ
き
、
だ
そ
う

と
す
る
か
ら
じ
ゃ
¥
あ
ほ
め
が
|
し

と
¥
思
わ
ず
水
で
ぬ
れ
だ
し
ゃ
も
じ
で
か
が
り
の
上

か
ら
¥
力
ツ
パ
を
ポ
ン
と
た
だ
い
た
と
。

す
る
と
¥
と
だ
ん
に
力
ツ
パ
ガ
あ
ば
れ
だ
し
¥
し
ば

っ
て
あ
つ
だ
な
わ
か
ら
¥
か
、
か
り
の
ふ
な
わ
(
あ
ん

で
あ
る
な
わ
)
か
ら
¥
み
ん
な
き
っ
て
し
も
て
¥
一

も
く
さ
ん
に
に
げ
て
い
っ
て
し
も
た
と
。

-

力
ツ
パ
の
頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
サ
ラ
と
い
っ

E
こ
の

む
か
い
の
お
や
じ
も
¥
せ

.

ど
の
人
も
み
ん
な
見
に
き
て
い
っ
た
と
。

• 



交
通
事
故
に
あ
い
、
加
害
者

か
ら
示
談
を
申
し
込
ま
れ
ま
し

だ
。
私
も
そ
う
す
る
の
が
よ
い

と
思
う
の
で
す
、ガ
、
示
談
の
進

め
方
は
ど
う
し
だ
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

回
答

示
談
と
い
う
の
は
交
通
事
故

の
加
害
者
と
被
害
者
が

話
し
合
い

で
損
害
賠
償
の
制

支
払
い
方
法
等

に
つ
い
て
と
り
決
め
を
し

解
決
す

る
万
法
で
す
。

と
、
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
あ

い
っ
た
ん
示
談
す
る

と
で
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

示
談
を
す
る
場
合
に
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

川
損
害
賠
償
の
交
渉
は

運
転
者

使
用
者
ま
た
は
半
の
保
有
者
の
う
ち

支
払
い
能
力
の
あ
る
者
と
し
な
い
と

お
金
が
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

ま
た

相
手
が
代
理
人
を
た
て
て
き

た
場
合
、
委
任
状
等
を
確
か
め

談
を
職
業
に
し
て
い
る
人

(
い
わ
ゆ

る
示
談
屋

と
わ
か
れ
ば
す
ぐ
こ
と

わ
る
こ
と
で
す
。

ω示
談
は
損
害
の
額
が
は

っ
き
り
と

わ
か
っ
て
か
ら
に
し
、
治
療
が
長
び

く
と
き
は
最
終
的
な
示
談
を
し
な
い

こ
と
で
す
。
事
故
に
よ

っ
て
支
出
し

た
経
費
は
で
き
る
だ
け
領
収
書
を
と

リ
、
相
手
に
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
一

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
一

国
民
年
金
の
似
険
料
は、

四
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
月
E

禎
三
千
三
-
白
円
が

二
千
七

μ
七
イ
円
に
上
が
り
ま
す
。

た
だ
し
付
加
保
険
料
は

従
来
ど

お
り
月
一
組
問
川
刊
に
似
置
か
れ
ま
す
。

凶
民
年
金
で
は

主
齢
年
令
.
を
は

じ
め
怖
心
札
口
年
全

・
叶

f
年
余
な
ど
多

く
の
年
令
い
か
給
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
た

ち
が
、

物
価
の
変
動
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に

物
価
が
卜
列
す
れ
ば
そ

れ
に
見
人
口

っ
て
年
令
制
も
引
き
上
げ

る

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
か
と
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
代
年
金
で
は
凶
川
ん
の
生

出
水
準
な
ど
の
変
動
を
布
、
え
て
、
Eh

年
ご
と
に
財
政
の
見
出
し
を
行

っ
て

い
ま
す

H

川
凶
は
昭
和

h
卜

一
年
山

に
れ
わ
れ
ま
し
た
の
で

五
年
後
の

九
|
人
年
度
に
行
う
べ
き
と
こ
ろ

一
年
繰
り
卜
げ
て

4
1
虻
年
度
に
財

政
の
日
ん
ト
山
一
し
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

そ
れ
に
と
も
な

っ
て
年
全
似

の
引
き
上
げ
が
、
七
川
か
ら
実
施
さ

し
た
一υ

国
民
年
金
の
年
金
支
払
い
に
必
要

な
財
源
は
、
加
入
者
の
納
め
た
保
険

る料
{ギー と
li食 |主l
料 の
の負
手IJ j'H 
ドl 全
な
ど積
にみ

よ立
っ て
て，て

あ

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
左
齢
年
令
な
ど
年
全
の

交
給
者
が
年
々
増
え
続
け
て
い
く
の

と
、
物
価
上
昇
に
合
わ
せ
て
年
金
額

が
毎
年
増
額
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
、

文
払
わ
れ
る
年
金
制
は
納
め
ら
れ
る

保
険
料
の
約

h
Mと

多
傾
な

も
の
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
の
で

こ
の
財
源
だ
け
で
は
不

J

五
な
も
の
に

な

ゥ
て
き
て
い
ま
す
。

現
'
'
引
の
給
付
制
に
U
凡
人
口
、
っ
財
制
を

時
川
附
す
る
た
め
に
は
、

け
』
制
八

T
円

日
れ
皮
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
が
、

凶
川
人
年
'A

恨
の
加
入
者

は
農
業

・
商
業
な
ど
の
円
常
業
、

業
医
な
ど
の
'
口
出
業
、
無
職
の
人
と

い
っ
た
よ
う
に
、

収
人
形
態
が
多
純

多
様
で
す
の
で
、

加
入
計
全
日
H
が
保

険
料
の
大
川
引
き
上
げ
と
い
う
負
判 刀工

ω交
通
事
故
の
場
合
に
は
被
害
者
に

も
多
少
の
お
ち
ど
が
あ
る
場
合
が
多

く
、
加
害
者
の
立
場
、
支
払
い
能
力

な
ど
を
考
え
な
が
ら
充
分
に
話
し
合

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

川
開
示
談
が
ま
と
ま

っ
た
ら
そ
の
内
容

を
実
行
さ
せ
る
た
め

「
示
談
書
」
を

作

相
互
に
か
わ
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
が
の
状
態
に

よ

っ
て
は
示
談
書
の
な
か
に

「
後
日

後
遺
症
が
発
生
し

た
場
合
に
は
別
途

協
議
す
る
己
な
ど

と
つ
け
加
え
る

と
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

ω示
談
書
が
で
き

た
ら
示
談
金
と
引

き
換
え
に
渡
す
の

が
よ
い
方
法
で
す
。

も
し
分
割
払
い

後
払
い
を
認
め
る

場
合
は
、
①
違
約

条
項
を
入
れ
る
、

②
連
帯
保
証
人
を

つ
け
さ
せ
る
、

③

公
正
証
書

・
即
決

和
解
調
書
に
し

強
制
執
行
が
で
き

に
こ
た
え
る
こ
と
は
、
困
難
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
大
幅
引
き

卜
げ
は
せ
ず
、
少
し
ず
つ
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

わ
が
国
の
人
口
構
成
は
、
し
だ
い

に
高
齢
化
社
会
に
な

っ
て
き
て
い
ま

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
よ
い
方
法
で

す

家
族
が
遠
く
に
い
る
だ
め
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
六
十
八

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
身
体

回
答

最
近

両
親
と
千
供
だ
け
の

「絞
家
脹
」
と
呼
ば
れ
る
家
庭
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
多
く
な

っ
て
き
た
一
人
暮
ら
し
の
老
人
が

ど
う
し
た
ら
快
適
な
生
活
を
送
る

と
が
で
き
る
か
は

社
会
全
体
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

に
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在

県
で
は

ぜ-、宮-、

一、、'↑
l

f
L
T
L
」
ノ
斗
l

五
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
で
、
所
得

も
少
な
く

媛
護
の
必
要
な
老
人
に

対
し
て
、
老
人
悩
祉
電
話
を
お
貸
し

し
た
り
、
主
人
介
護
人
や
家
庭
奉
仕

人
(
ホ
l
ル
へ
ル
パ

l
)の
派
遣
等
を

行

っ
て
い
ま
す
。

左
人
福
祉
電
話
と
い
う
の
は

人
暮
ら
し
で
安
否
を
確
か
め
る
必
要

が
あ
る
主
人
に
無
料
で
電
話
を
お
貸

し
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
電
話
を
通

じ
て
安
否
確
認
の
ほ
か
相
談

1I7J 
o 

そ
の
他

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

司F

す
い
か
、

一
戸
-
で
核
家
扶
化
が
す
す
み

左
人
世
帯
の
立
場
い
か
き
わ
め
て
む
ず

か
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

主
人
の
所
得
保
障
の

充
実
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

同
日氏
年
金
も
よ
リ
州
日
か
に
生
前
で

き
る
年
金
を
め
ざ
し
て
、
内
山
谷
の
充

実
を
は
か

つ
て
い
ま
す
が
、
働
け
る

水
ぬ
る
む
時
期

11 

子
供
の
水
死
時
期

が
悪
<
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

何
か
よ
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ
う

か。
時・ま
的・た
な・
病老
気人
や介
ケ護
ガ人
等と
でい
日つ
常の
生は

活
に
支
障
が
起
き
た
老
人
に
対
し
て

食
事
や
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る

た
め
県
が
派
遣
す
る
介
護
人
で
す

こ
の
介
護
人
は

申
し
出
が
あ

っ
た

と
き
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

次
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
で
す
が

16 

こ
れ
は
病
気
が
ち
で
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
老
人
に
派
遣
さ
れ
る
も
の

で
、
週
に

ー
二
回
家
庭
を
訪
問
し

家
事
、
介
護
を
し
た
り

相
談
に
の

っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

ま
た

一
人
暮
ら
し
で
は
さ
み
し

い
老
人
の
た
め
に

「
養
護
老
人
ホ
!

ム
」「
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
」
そ
し

て
「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
社
会
福
祉
事
務
所
か
市
役

所
、
町
村
役
場
、
ま
た
は
民
生
委
員

の
方
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し

ト
品
、
司
ノ
。

聞
に
少
し
で
も
多
く

の
保
険
料
を
納

め
て
、
必
ず
や

っ
て
く
る
左
後
へ
の

備
え
を
し
て
お
く
心
情
え
が
必
要
だ

と
将思
来い
のま
保す
障・ 。

を
大
き

し

よ

良
い
年
金
を
受
け
る
た
め
の
保
険
料

引
き
上
げ
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で
防
ご
う

開

与
の
訪
れ
と
と
も
に
農
作
業
が

財
ま
り

農
業
用
木
で
は
水
は
が

明
、
ぇ
、
勢
い
よ
く
流
れ
始
め
ま
し

、
-
O

J
/、

ル
年

「
水
ぬ
る
む
し

こ
の
時
則

に
な
る
と
、

f
供
の
い
た
ま
し
い

水
死
事
故
が
明
、
え
て
き
ま
す
。

川
年
、
こ

の
時
期
に
農
業
別
水

で
起
き
た
が
此
は
卜
二
件
で
、
ト

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

っ
ち
八
人
は
「
供
で
す

こ
の
ボ

此
の
中
に
は
川
似
し
ハ
十
代
ン

一一
卜
で
の

小
さ
な
木
路
で
幼
児
が

んに
ん叩
を
怖
と
す
と
い

っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
リ
ま
し
た
。

小
川
や
用
水
は

f
供
た
ち

の
好
き

な
遊
び
場
で
、
水
を
ボ
め

て
ど
こ
か

オフ

ら
で
も
や

っ
て
き
ま
す
。
例
え
川
木

に
柵
い
か
し
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
来

リ
越
え
て
み
た
い
と
い
う
の
が

f
供

の
心
理
て
す
。
危
険
な
水
遊
び
を
比

か
け
た
ら

h

あ
、
ふ
な
い

/
々
の
ひ
と

山
を
か
け
て
や
リ
ま
し
ょ
う
。

わ
が

f
へ
の
岐
か
い
心
配
リ
は
も

ち
ろ
ん

{共 I;~J
た|井|

ちの
をき
水め
の中111

事か
故 ・し、
カ‘什:
Lっ 以、

こ
そ

深
さ

ん
寸
る
キ
メ
子
で
す
。

家
扶
ぐ
る
み

地
域
く
る
み
で

f
供
た
ち
を
水
死
事
此
か
ら
ん
寸
リ
ま

し
よ
う
。



相

「園
内
行
動
計
画
」
の
あ
ら
ま
し

-
法
律

・
制
度
の
見
直
し

こ
れ
ま
で
、
家
事
に
果
た
す
婦
人

の
役
割
や
家
業
を
し
て
い
る
場
合
の

婦
人
の
仕
事
は
、

夫の
の上
遣で
産貰
を献
相し
続た
す ・と一
るは家
上見の
でら財

れ産
妻ず形
は、成

不
利
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
い
け
…
を
改
善
し
、
家
ぃ
区
内
で
の

婦
人
の
役
割
・
仕
事
を
財
産
面
で
も

正
当
に
評
価
し
よ
う
と
、
法
制
審
議

会
で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
「
男
女
平
等
の
原
則
」
を
よ
り
一

層
徹
底
す
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
方
面

で
法
令
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

-
女
性
が
活
躍
で
き
る
条
件
づ
く
り

こ
れ
ま
で
長
い
間
「
男
は
仕
事
」
、

「
女
は
家
事
」
と
い

っ
た
与
え
方
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
流

妻
の
相
続
分
は
%
↓
巧

二
月
二
十
五
日
、
法
制
審
議
会
は
、
遺

産
相
続
を
中
心
と
し
た
民
法
の

一
部
改
正

の
要
綱
を
法
務
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
が
、

乙
れ
に
つ
い
て
は
、
今
国
会
で
審
議
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
内
容
は
、

q
配
偶
者
(
主
に
妻
)
が
子
ど
も
と
と
も

に
相
続
す
る
場
《
は
遺
産
の
三
分
の
一

(
現
行
三
分
の

一
)

・
被
相
続
人
の
両
親
と
相
続
す
る
場
行
は

三
分
の
二
(
現
行
二
分
の
一
)

・
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続

す
る
場
内
四
分
の
三
(
現
行
三
分
の
二
)

を
配
偶
者
の
法
定
相
続
分
と
す
る
。

L
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
、
増
加
に
特

別
の
貢
献
の
あ
っ
た
相
続
人
は
相
当
の
割

合
を
「
寄
与
分
」
と
し
て
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

必
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
の
死
亡
に
よ
っ

て
代
り
に
相
続
で
き
る
代
襲
範
囲
を
そ
の

::;7;!?:mdU二+(J~:_::耐震沼!:，tzar曹洞F:;iiiJJZ17:
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れ
と
と
も
に
社
会
で
活
躍
し
た
い
と

い
う
婦
人
が
増
え
、
ま
た
、
社
会
も

っ
て
き
ま
し
た
。

婦
人
の
進
出
を
期
待
す
る
よ
う
に
な

こ
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
る
た
め

に
も
男
女
の
役
割
分
担
を
見
直
し
ー

婦
人
が
社
会
で
能
力
や
個
性
を
十
分

れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

発
揮
で
き
る
条
件
づ
く
り
を
し
な
け

例
、
え
ば
、
男
女
平
等
の
充
実
、
生

涯
に
わ
た
る
教
育
訓
練
の
推
進
、
職

場
の
差
別
的
制
度
の
是
正
、
婦
人
の

職
域
の
拡
大
、
育
児
環
境
の
整
備
な

子
ど
も

A

代
限
り
に
す
る

限
)

4

遺
~一一ロ
に
よ
っ
て
相
続
人
と
相
続
額
が
指

定
さ
れ
た
場
A
U

で
も
、
直
系
尊
属
だ
け
が

相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
三
分
の
て
そ

の
他
が
相
続
人
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
二

分
の
了
を

「遣
問
分
」
と
し
て
取
り
戻
す

乙
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

等
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
配
偶
者
(
主
に
妻
)
に
対
し
、

夫
婦
問
の
協
刈
に
報
い
、
妻
の
働
き
を
正

当
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
妻

の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
の
が
主
な
目
的
に

な
っ
て
い
る
。

四
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は
寸
婦
人
週
間
人
わ
が
国
の
婦
人
ガ

初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
だ
昭
和
二
十
一
年
の
四
月
十
日
を
記
ム
志
し

て
設
け
ら
れ
た
意
義
あ
る
週
間
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
か
ら
毎
年
、
婦
人
の
地
位
向
上
の
だ
め
の
特
別
活

動
と
し
て
、
講
演
会
等
の
行
事
ガ
全
国
で
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山

県
で
は
舎
年
、
労
働
省
婦
人
少
年
室
の
主
催
(富
山
県
の
共
催
)
で
、

寸
富
山
県
婦
人
の
つ
ど
い
」
や
「
婦
人
の
だ
め
の
一
日
相
談
所
」
ガ
開
催

さ
れ
ま
す
。

守B

今
年
は
ま
だ
、
「
国
際
婦
人
の
十
年
」
(
一
九
七
六
年

i
八
五
年
)
の

中
間
年
に
あ
だ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
九
七
五
年
(
国
連
で
決
定

さ
れ
た
国
際
婦
人
年
)
に
世
界
会
講
で
採
決
さ
れ
た
も
の
で
、
婦
人

の
地
位
向
上
の
だ
め
い
ろ
ん
な
行
動
計
画
ガ
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
間
年
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
の
国
々
で
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

見
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
横
討
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
わ
が
国
で
も

寸
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
し(
昭
和
五
十
年

設
置
)
ガ
中
山
と
な
っ
て
「
園
内
行
動
計
画
L

を
つ
く
り
、

婦
人
問

題
巳
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。、

ど
は
重
要
三
条
件
と
い
え
る
で
し
ょ

、勺ノ
。

-
母
性
を
尊
重
し
健
康
を
守
る

社
会
の
健
全
な
発
展
に
と

っ
て

母
性
の
保
護
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
妊

産
婦
の
健
康
管
理
や
職
場
で
の
母
性

保
護
の
徹
底
、
分
娩
給
付
の
改
善
な

ど
、
母
性
保
護
は
社
会
全
体
で
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

~ -
婦
人
の
老
後
や
母
子
家
庭
の
生
活

を
安
定
さ
せ
る

婦
人
が
い
つ
ま
で
も
安
定
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
年
金
制
度
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
ま
た

母
千
家
庭
な
ど
の
自
立
と
安
定
に
必

要
な
就
業

・
福
祉
の
施
策
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

婦
人
青
少
年
課
を
設
置
(
富
山
県
)

富
山
県
で
も
婦
人
に
対
す
る
地
策

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
県
庁
に
婦
人

問
題
を
専
門
に
相
当
す
る
課
を
新
設

し
、
精
極
的
に
婦
人
施
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

こ
こ
で
、
県
が
新
し
く
実
施
す
る

事
業
に
つ
い
て
二
、
三
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

-
「
婦
人
地
域
活
動
推
進
員
」
の
設
置

婦
人
の
悩
み
や
家
庭
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
婦
人

の
社
会
参
加
の
た
め
の
中
心
と
な
っ

て
も
ら
う
「
推
進
員
」
を
県
内
各
校

下
に
二
名
、
計
五
百
十
八
名
設
け
ま

す
。

-
「富
山
県
婦
人
問
題
懇
話
会
」

(仮
称
)
の
設
置

民
間
、
学
識
経
験
者
の
方
々
に
婦

18 

人
問
題
の
現
況
や
課
題
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
婦
人
施
策
の
充

実
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
婦
人
を
対
象
と
し
た
行
事

・
記
念
講
演
会
、
生
活
文
化
展
、
意

見
発
表
会
の
開
催

-
県
民
大
学
校
婦
人
コ
l

ス
の
充
実

(
五
講
座
)

県
政
パ
ス
教
室
に
物
価
コ
l

ス
を

新
設
(
年
四
回
)

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に、

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
婦
人
の
地



位
向
上

・
社
会
参
加

へ
の
条
件
っ
く

り
等
の
行
事
や
地
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

rみんなで守るう子供と老人』

「
婦
人
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
し
て

人

一
人
が

い
ま

一
度
、
婦
人
を
と

-
国
連
に
、
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
を
設
置
し
、
婦
人
参
政
権

を
は
じ
め
婦
人
に
関
す
る
諸
条
約
、
ガ
採
択
さ
れ
だ
。

-
「
婦
人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
宣
言
L

、
ガ
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択

さ
れ
出
」
界
に
向
か
っ
て
布
告
さ
れ
だ
。

-
第
二
十
七
回
国
連
総
会
に
お
い
て
¥
世
界
的
規
模
の
行
動
、
ガ
提

唱
さ
れ
¥
一
九
七
五
年
を
「
国
際
婦
人
年
L

と
す
る
こ
と
ガ
決

定
さ
れ
疋
。

-
国
際
婦
人
年
は
¥
①
男
女
平
等
の
促
進
¥
②
経
済

・
社
会

・
文

化
の
発
展
へ
の
婦
人
参
加
、
③
国
際
友
沼
と
協
力
へ
の
婦
人
の

貢
献
を
目
標
と
し
て
、
こ
の
目
標
達
成
の
疋
め
に
世
界
的
規
模
の

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
活
動
の
中
山
的
事

業
と
し
て
、
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
、
ガ
一
九
七
五
年
六
月
十
九

日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
百
三
十
三
力
国
の

政
府
代
表
、
ガ
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
¥
今
後
十
年
間
に
わ
だ
る
行

動
に
指
針
を
与
え
る
「
世
界
行
動
計
画
L

、
ガ
採
択
さ
れ
だ
。

-

一
九
八

O
年
ガ
寸
世
界
行
動
計
画
L

の
中
間
年
に
あ
だ
る
こ
と

か
ら
¥
①
世
界
行
動
計
画
の
実
施
状
況
、
②
後
半
期

(
一
九
八

一
年
{
)
八
五
年
)
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
横
討
、
③
「
雇
用
・健
康

・

教
育
L

を
サ
ブ

・
テ
ー
マ
と
し
、

経
済

・
社
会
的
活
動
へ
の
婦

人
の
参
加
促
進
等
を
議
題
に
七
月
十
四
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま

で
コ
ベ
ン
ハ
ゲ
ン
(
デ
ン
マ
ー
ク
)
で
開
催
さ
れ
る
。

国交通安全運動

自
転
車
に
乗

つ
っ
と
う
し
い
雪
か
ら
解
放
さ
れ

る
人
は
、
特
に
次

の
三
つ
の

こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
歩
行
者
や
新
し
く
学
校

・
幼
稚
園

て
、
快
適
な
春
に
な
る
と

ど
う
し

て
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
が
る
。

今
年
も
行
わ
れ
る

「春

の
全
国
交

等
に
通
う
こ
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

通
安
全
運
動
」(
四
月
六
日
1
十
五
日
)

は
、
一
人
一
人
が
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
や
運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

L

父

か
ら
守
ろ
う
。

-
交
通
ル

l
ル
に
従

っ
た
自
転
車
の

乗
り
方
を
身
に
つ
け

自
転
車
の
点

通
事
故
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
し
て

検
整
備
を
お
こ
た
ら
ず
、
安
全
に
利

い
ま
す
。

用
し
ょ
、っ。

車
を
運
転
す
る
人

av
車
の
点
検
整
備
に
努
め

「
ゆ
と
り

ふ
ざ
け

3.
り
ま
く
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま

ーレ
ょ
、
っ
。

-
政
府
及
び
民
間
団
体
、
ガ
国
際
婦
人
年
に
向
け
て
多
様
な
取
り
組

み
を
開
始
し
だ
。

-
衆
参
両
議
院
に
お
い
て
「
国
際
婦
人
年
に
あ
だ
り
、
婦
人
の
社

会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
決
議
L

ガ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
だ。

政
府
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と
す
る
寸
婦
人
問
題
企
画
推
進

本
部
L

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
総
理
府
に
寸
婦
人
問
題
担
当
室
L

を
新
設
し
だ
。
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-
婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
は
¥
今
後
十
年
間
の
展
望
に
立
っ
て

わ
ガ
国
に
お
け
る
婦
人
問
題
に
つ
い
て
の
目
標
と
課
題
を
明
ら

か
に
し
だ
園
内
行
動
計
画
し
を
策
定
し
疋
。

と
ゆ
ず
り

f
ぃ
」

の
気
持
ち
で
安
全

運
転
し
ょ
、
っ
。

富
山
県
で
は

「
交
通
弱
者
」

ば
れ
て
い
る
子
供
と
老
人
の
事
故
の

割
合
が
高
く
な

っ
て

い
ま
す
。

新
入

av
み
ん
な
で
守
ろ
う
子
供
と
老
人

-
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
そ
う

と
呼

を
合
い

言
葉
に
、
実
り
あ
る
交
通
安

全
運
動
に
し
た
い
も
の
で
す
。

学
児
の受

通
安
全

新
入
学
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん

は
、
学
校
の
行
き
帰
り
が
特
に
心
配

で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
次
の
点
に
特
に
気
を
つ
け

±
A
F
lレ
ト
A
V
λ
J

。

通
学
路
を
実
際
に
歩
い
て
み
よ
う

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
母
さ
ん

が
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
路

を
何
回
か
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正

し
い
横
断
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
に
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
曜
日
や
時

聞
に
よ
っ
て
車
の
量
や
人
通
り
な
ど

の
交
通
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
、
あ

わ
せ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

余
裕
を
も
っ
て
登
校
さ
せ
よ
う

就
寝
前
に
翌
日
の
持
あ
物
を
準
備

さ
せ
、
・
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
時
間
的
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に
も
+
介
余
裕
を
も

っ
て
送
り
出
す

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

途
中
で
忘
れ
も
の
に
気
が
つ
い
て

あ
わ
て
て
取
り
に
戻
っ
た
り
、
遅
刻

し
そ
う
に
な
っ
て
急
い
だ
り
す
る

と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
時
間
を
約
束
さ
せ
よ
う

学
校
が
終
わ

っ
た
ら
、
寄
り
道
を

し
な
い
で
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る
よ

う
に
し
、
帰
宅
時
聞
を
約
束
さ
せ

し
っ
か
り
守
ら
せ
る
こ
と
も
交
通
事

故
を
防
止
す
る
う
え
で
大
切
で
す
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見
し
て
留
守
だ
と
わ
か
る
よ
う
な

'
一
と
の
な
い
よ
う
に
。

・
戸
締
り
は
、
ワ
ン
ド
ア
、

と
す
る
。

ソ
ク

「主
錠
と
J

耐
助
錠
を
つ
け
る

ソ
ー
ー
ロ

便
所
な
ど
の

小
さ
な
窓
に
も
カ
ギ

'
今
年
は
降
台
が

多
か

っ
た
こ
と
か

ら
、
立
山、

一
帯
に
は
、

多
く
の
績
雪
が
み

相
当

ら
れ
ま
す
。

笠
山
者
の
皆
さ

ん
は
、
表
層
な
だ

注
意
し
て
、

れ
や
底
な
だ
れ
に

ス
や
テ
ン
ト
設
営

地
点
を
選
び
ま
し

レ
品
、
つ
J

。
ま
た
、
春
山
と

は
い
え
、
猛
吹
雪

に
み
ま
わ
れ
る
事

が
多
く
、
真
冬
と

変
わ
ら
な
い
気
象

条
件
と
な
り
、
凍
死
や
凍

っ
た
段
線

か
ら
の
滑
落
事
故
が
例
年
多
発
し
て
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暴
力
行
為
を
見
た
り
、
被
害
を
受

地
域
に
密
着
し
た
事
務
は
市
町
村
で

む
の
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
地
ト
ク
H

的
を
推
進
す
る
た
め

ー
や
年
凶
月

(一

部
は
七
月

)か
ら

次
の
ト
ド
衣
の
い
事

務
を
県
か
ら
市
町
村
に
移

h
d

議
す
る

と
に
し
ま
し
た

こ
れ
は

.fJL 
イl
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を
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刷
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パ

山

口

つ
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の
川
胤
ん
七
を
恨
拠
と
し
て
、

山
町
村
長
に
妥
任
し
、

①
地
域
住
民
に
密
着
す
る
事
務
を
で

き
る
限
り

身
近
な
山
町
村
で
行
つ

こし
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十
よ
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2. *は受付窓口ウ、変更される事務

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

②
地
域
住
民
と
H
常
最
も
接
触
の
深

い
山
町
村
の
役
割
や
機
能
を
充
実

強
化
す
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す

今
凶
の
権
限
移
誠
に
伴
、
っ
こ
れ
ま

で
と
の
相
退
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
知
事
の
権
限
で
許
吋
や
笠
鉢
さ
れ

て
い

た
も
の
が

山
町
村
長

の
権
版

で
処
即
心
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

②
申
請
か
ら
決
定
ま
で

の
処
座
付
数

か

K
一仰
に
ぶ
即
納
さ
れ
ま
す

③
申
請
や
凶
山
な
ど

の，党
村
山
志
川

は

ょ
の
*
印
のい
事
務
か
そ
れ
ぞ
れ
点
の

盗
ら
れ
て
泣
く
よ
り

盗
ら
れ
ぬ
用
山

-
春
は

「
あ
き
巣
」
の
シ
ー
ズ
ン

ト
'
十
1

川
ハ山
h
人

:
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「
れ
一
か
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人
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と
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凶
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例
年

ノ
川

山
川

γ
f
i
t

山見

の
川川
l
J
A
一心白川
1

仏

、さ
市
収

け
た
ら
恐
れ
ず
に
す
ぐ

。
番

す
る
。

暴
力
団
ゼ
ロ
仰
番

昨
年

い
ま
す

1
.
月
二
十

一
日
か
ら

け

ヮ
し
て
山
を
甘
く
み
る
こ
と
な

告IJ

岳

く
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で

コ

す
綿
密
な
計
画
を
立
て
、
十
分
な
装

つ 備
を
整
え
て
か
ら
山
に
登
り
ま
し

ょ

し
か
も
、
少
し
で
も
危
険
だ
と
思

っ
た
ら
、
引
き
返
す
勇
気
を
も
って。

山
田
山
県
警
察
本
部
使
奇
第
一一
課

(伎

問、

ur
日
は
刑
事
部
当
直
)
に

「
暴

力
団
ゼ
ロ

一
(
U
番
」
の
専
用
.屯
話

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
暴
力
川
ゼ
ロ

一一

O
番
t

は
、
県

民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
暴
力
問
に
よ
る

被
害
や
、
暴
h

川
同
に
関
す
る
情
報
を

聞
い

て、

暴
力
同
犯
罪
の
徹
低
的
な

検
挙
と
、
暴
力
同
の
恨
絶
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す

暴
力
団
か
ら
被
害
を
う
け
た

暴
力
団
か
ら
凶
ね
ん
を
つ
け
ら
れ

て
凶

ヮ
て
い
る

-
暴
力
団
が
民
事
問
題
に
介
入
し
、

い
や
が
ら
せ
を
す
る

・
暴
力
同
が
友
人
、
知
人
を
お
ど
し

て
い
る

暴
力
団
が
近
所
の
人
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る

・
暴
力
団
の
犯
罪
を
見
た
、
聞
い
た

な
ど
、
暴
力
団
に
関
す
る
こ
と
な
ら

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

「暴
力
団
ゼ
ロ

一
一
O
番
」
を
積
極
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性
犯
罪

C
1
防
の
た
め
、
婦
人
の

伎
の

一
人
歩
き
を
避
け
る

岱
富
山

門
M
I
o
-
-

。

(
秘
密
を
守
り
ま
す
。
ど
し
ど
し
情
報
を
)

的
に
利
肘
し
て
く
だ
さ
い

④
手
数
料
は

こ
れ
ま
で
県
'
此
祇
で

納
入
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
市
町
村
の
窓
口
で
直
接

納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
リ
ま

す
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屋
外
広
計
物
の
品
目
に

関
す
る
子
数
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こ
れ
ま
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と
同
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す
。

な
お
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l
o

l

l
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で
す
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てな
いお

る

( な暴
4 ・ ど 力
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を急犯
し を罪
て 要 か
く す現
f二るに
きと 発
~ .き 'ド

ふ
l
晶
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道
路
実
通
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
ヨ

(
警

察

交

通

管

制

セ
ン
タ
ー

・
道
路
交

通

情

報

セ
ン
タ
ー
)

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
交
通
障

害
、
混
雑
状
況
等
に
つ
い
て
、
広
く

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
」
と
は
い
え

産
業

・
経
済
を
支
え
る
自
動
車
交
通

は
、
年
々
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

「
卓
社
会
」
の
出
現

か
ら
、
道
路
交
通
情
報
の
役
割
も
大

き
く
な
り
、
交
通
情
報
セ

ン
タ
ー
へ

の
問
い

合
わ
せ
も
急
激
に
増
え
て
い

23 

ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
れ
か
ら
も

県
内
外
の
道
路
交
通
情
報
を
迅
速
・

的
確
に
収
集
し
、
ラ

ジ
オ
を
通
じ
て

毎
日
県
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
に
も
応
じ
ま
す
。
日
曜
・
祭
日
、

昼
夜
を
問
わ
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宮
古田
山

ロ

1
2
2
2
3

日

1
2

2
1

1



合成洗剤

と
石げん

清潔で衛生的な暮らし/私達のこの

基本的な欲求を充たしてくれるものの

qつに洗剤があります。

洗剤について考えてみたいと思います。

この今回は、

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

リ
ン
系
合
成
洗
剤

県
の
施
設
で
は
使
わ
な
い

き
る
三
月
七
日
、
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
中
田

知
事
か
ら
「
県
の
施
設
に
お
い
て
は
、
粉
せ

っ
け
ん
や

リ
ン
を
含
ま
な
い
合
成
洗
剤
へ
の
切
り
替
え
を
、
早
速

実
施
す
る
」
旨
の
県
の
方
針
が
示
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ

は
リ
ン
を
含
ん
だ
合
成
洗
剤
の
使
用
自
粛
等
に
つ
い

て
は
、
何
よ
り
も
消
費
者
の
方
々
の
理
解
と
ご
協
力
が

必
要
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
は
、
ま
ず
県
が
模

範
を
示
そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
有
リ
ン
合
成
洗
剤
を
県

施
設
で
は
使
わ
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

合
成
洗
剤
と
い
う
の
は

合
成
洗
剤
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま

で
に
も
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

「
く

ら
し
の
相
談
室
」

合成洗剤と洗fこく石けんの特長

'性 質 合成洗剤 洗た く石けん

形状 粉末、液体 固形、粉末

水への漆けや 溶けやすい 溶けにくい

)すき

酸剤と併用で できる できない

きるか (分離してしまう )

洗浄力 低温でも洗浄 水が高温(お湯)なら

力がよい 洗浄力がよい

すすぎやすさ 容易 すすぎがやっかい

表 |
も.

等
で
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
が
、

も
う
一
度
、
こ
こ

で
簡
単
に
整
理
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

も
の
の
本
に
よ

り
ま
す
と
、
合
成

洗
剤
と
は
、
「
石
け

ん
以
外
の
人
工

的
に
合
成
さ
れ
た

洗
浄
剤
を
い
う
」

と
あ
り
ま
す
。

こ
の
リ
ン
が
、
水
質
の
富
栄
養
化

を
促
進
し
、
赤
潮
等
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
実

，
は
、
赤
潮
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生

環
境
へ
の
影
響

合
成
洗
剤
の
環
境
保
全
上
の
問
題

と
し
て
は

川
河
川
等
に
お
け
る
発
泡
現
象

ω性
能
向
上
剤
と
し
て
含
ま
れ
て
い

る
「
リ
ン
」
に
よ
る
富
栄
養
化
促

進
の
問
題

の
二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

泡
だ
ち
が
容
易
に
消
え
な
い
と
い
う

発
泡
現
象
に
つ
い
て
は
、
洗
剤
の
成

石けんの例

口
口口 名

図 |

分
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
解
決
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
ま

す
る
の
か
学
術
的
な
解
明
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で

国
に
お
い
て
、
大
急
ぎ
で
そ
の
研
究

だ
未
解
決
と
い

っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。
通
産
省
を
通
じ
て
業
界
に
低
リ

ン
化
を
指
導
し
た
こ
と
も
あ
り
、
四
、

五
年
前
に
比
べ
ま
す
と
、
リ
ン
の
含

有
量
は
約
半
分
の
率
に
な

っ
て
お
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
リ
ン
が
富
栄

ま
す
。

養
化
の
一
因
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

液性

用途

正昧量

標準使用量

使用上の注意

第
一
次
大
戦
中
に
開
発
さ
れ
た
合

成
洗
剤
は
、
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら

国
内
で
も
生
産
さ
れ
始
め
、
や
が
て

昭
和
三
十
八
年
頃
に
は
、
生
産
量
に

お
い
て

石
け
ん
を
上
回
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
後
も
年
々
、
生
産
量
は

伸
び
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

五
十
三
年
に
は
石
け
ん
の
生
産
量
約

十
六
万
ト
ン
に
対
し
、
合
成
洗
剤
は
そ

の
約
六
倍
に
あ
た
る
九
十
三
万
J
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
見
方
を
変
え
ま
す

と
、
一
般
消
費
者
か
ら
、
そ
れ
だ
け

歓
迎
さ
れ
た
か
ら
と
も
言
え
ま
す
。

合
成
洗
剤
が
こ
の
よ
う
に
急
速
に

使
わ
れ
だ
し
た
の
は
、

一
つ
に
は
、

そ
の
利
便
性
、
洗
浄
力
、
豊
富
な
種

類
、
使
い
や
す
き
等
の
い
く
つ
か
の

優
れ
た
面
が
あ

っ
た
か
ら
と
い
わ
れ

24 

て
お
り
ま
す
。

合
成
洗
剤
と
昂
質
表
示

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に

深
く
入
り
込
ん
だ
合
成
洗
剤
に
は
、

台
所
用
、
洗
た
く
用
あ
る
い
は
住
ま

い
用
と
い
っ
た
よ
う
に
種
類
も
大
変

豊
富
で
す
。

た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
て

家庭用品品質表示法に基づく表示

台所用石けん

界面活性斉IJ (20%) 

脂肪酸素 (陰イオ ン)

脂肪酸塩

エチルアルコール

弱アルカリ性

野菜 ・果物用

380m-e 

水H に対して5m-e(料理用小さじl杯は約5m-e)

(使用する文字の大きさは、他の表示よりも大

きくしなければ、ならない)

イ.幼児の手が届くところに置かないこと 。

ロ シャボン玉遊び等の幼児のいたずらに注意すること 。

ハ原液をスポンジにつけて使用する場合、荒れ性の者が使用

する場合または長時間にわたって使用する場合は、炊事用

等の手袋を使用すること 。

ニ使用後、水洗いを励行する等肌荒れを防止するよう注意す

ること 。

ホ.万一飲み込んだ場合は水を飲ませる等の応急措置を行うこ
レ

へ.野菜 ・果物等を 5分間以上つけたままにしないこと 。

ト.流水を用いる場合には30秒間以上すすぎ、ため水を用いる

場合には、ため水をかえて 2回以上すすぐこと 。

0000石けん株式会社

東京都千代田区0-0-0
電話 (03)000-0000 

い
る
洗
剤
の
う
ち
、
ど
れ
を
選
ぴ
買

い
求
め
た
ら
よ
い
か
迷
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
役
に
た
つ
の

が
品
質
表
示
で
す
。

合
成
洗
1

J
石
け
ん
に
は
、
「
家
庭

合
成
洗
町
月
カ
ら
排
出
さ
れ
る
リ
ン

の
量
は
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
必
ず

し
も
多
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
て
、

「
リ

粉

石

() 

粉
石
け
ん
を
使
用
す
る
場
合
に
は

そ
の
性
質
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切

で
す
が
、

一
般
的
に
は
、
次
の
よ
う

に
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

山
洗
た
く
に
使
う
水

市
販
の
粉
石
け
ん
は
、
ぬ
る
ま

湯
程
度
で
あ
れ
ば
洗
浄
力
を
発
揮

で
き
ま
す
。

ω冷
水
の
場
合
は
、
先
に
粉
石
け
ん

用
品
品
質
表
示
法
」
と
い
う
法
律
で

一
品
ご
と
に
、
図

一
の
よ
う
な
表
示

を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
従

っ
て
こ
の
表
示
を
よ
く

ご
ら
ん
に
な

う
て
使
用
目
的
に
あ

っ

た
洗
剤
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
表
示
に
は
、
使

用
上
の
注
意
も
書
か
れ
て
あ
り
ま
す

の
で
、
洗
剤
を
使
用
す
る
場
合
に
は

こ
の
注
意
事
項
を
必
ず
守
る
よ
う
に

ン
系
の
合
成
洗
剤
は
県
の
施
設
で
は

使
わ
な
い
」
と
い
う
県
の
方
針
を
決

め
た
わ
け
で
す
。

ん
を
入
れ
る
よ
り
、
洗
た
く
物
を
先

に
入
れ
回
し
な
が
ら
粉
石
け
ん
を

加
え
る
方
が
速
く
溶
け
る
よ
う
で

す
。

ω粉
石
け
ん
は
泡
切
れ
が
よ
い
の
で

合
成
洗
剤
に
慣
れ
た
人
は
す
す
ぎ

を
簡
単
に
し
が
ち
で
す
。

25  

「す
す
ぎ
を
十
分
に
」
l
こ
れ
が
大

切
で
す
。

こ
の
他
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
は

洗
剤
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
、
フ

ィ
ル
ム
等
と
り
揃

え
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

*
富
山
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

合

(
0
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ロ
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5 .12・26日
5 . 12・19・26・27日
108 
什臼

18日
6・13日
19日
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県政のうど:念日:

2月16白砂 3月15臼

-春の全国受通安全県民運動/4月6日-15日

. 4月は新入学(闇)児がなれない道を通り

す。 ドライパーのみなさん、いつも走り

なれている道路でも 子供をみかけたら

ブレーキを。

-自転車は、 二輪車で、自動車とちがい不

安定です。 ドライパーのみなさん、自転

車をみかけたら徐行を。

・ドライパーの心理状態が直接自動車に伝

わります。卓の整備点検の充実と安全運

転につとめましょう 。

.緑の町づくり緑化週間

4月19日から25日まで緑化週間です。こ

の期間中サツキの苗木の無料配付や各地で

緑化推進の行事が多数行われます。

木を植えて澄む町澄む空澄む心

家庭、職場、学校などで木を植え、みんな

で緑の町づくりをはじめましょっ。

( φ第31回富山県植樹祭 j 
j 日時/4月25日働午前11時 ; 

， 場所/大山町粟巣野地内 ! 

・昭和55年度前期技能模定の案内

受検申請者の受付/4月23日体)-5月7日休)
受検申請者の提出先/〒930富山市新富町

2丁目4番22号富山県商工会館内 富山県

職業能力開発協会

検定職種/造盤、鋳鉄溶解、鋳造、金属熱

処理、機械・金属プレス加工、鉄工、板

金、アルミニウム陽極酸化処理 ・仕上、

工具研削、製材のこ目立て、ダイカスト

電気機器組立、建設機械整備、織機調整、

染色、婦人服・紳士服製造、木工機械調

整、木型製作、木工、製版、印刷、プラ

スチ ック・ yゲラス繊維強化プラスチック

成形、石工、とび、左官、築炉、ブロッ

ク建築、タイル張り、畳製作、防水施工

(モルタル防水工事)、床 ・天井仕上げ施

工、スレート ・熱絶縁・サ ッシ施行、化

学分析、賞金属装身具製作、表装、塗装、

広告美術仕上げ、写真。

食料 品の価格'~"~二~ i向背者の持発

生.iJ .') 1， .としたこのfJ事には食品関

(系:{引・J'If本が参}111し、もち ・うどん ・

q '- .ハム ・l11来等の食料品の展心、

t!IJ寸;ヵ・iJ t叫しま した

京1;1をあすかる H.甘んれの人気を

集ダγ・めか内 ・'11L等グHn安版売コ

十 向fr白I})続く '1，勾かJ!i佃iの 3

芹1I'J Iとあ て、 i)Jぷ!な"-:1己iL1rきてし

めて4年目どあり1;怖 J いクンャク

イ本を動かすのiJ結情なことん ο これ

からも参加し/トJと感J想を品ノて

いました

3月6日--10臼
麗富山食生活展にぎわう

# 1}) ノ いフイ F クl1 H 14 H ) 

竹 中心行事 として出 I11 食 'I ~ ì'1i展 か~

}(会館 ご聞かれま Lt' 
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55年度の県予算案などを寄i議する

2月定例県議会が聞かれ、 f算案件

291午、条例30件な ど介わせて75の案

{午が--ti市上手11.さtLました。

提案県由の説明に山:った'11111知事

は 1-80年代の幕明けにあたり、決忘

を-.層新たにし て中長期的な展望に

たって『愛と 繁栄の県政』の実現に

向け、全力 を尽くしていきた~ • J と

所信 を表明しました 会則は:3H21 

Hまでの22t!問。

2月29日
寝起富山空港拡張で公聴会

2月29B
B認定例富山県議会開会

置県 100年にあたる昭和J58年開港

を目指している富山雫港の、拡張轄

備に関する公聴会が聞かれ、関係者

ら14名が公述しました。

この公述では 4名が賛成、 91，が
条件付き賛成の立場を表明し、反対

は地/乙住民の1名でし た。

最初に公述に _Ù~ った高桑県土木部

長は「現空港は年々利用者がJ脅え、
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県有美術品紹介
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いっしょにのるまえは

かならず

あやくそくは

しましよう。てんけん

親の目のとどくところで安全に・

2.左から正しく乗り、正しく運転し 、左から正しく降

りる。正しい乗り方です。これができて、はじめて

安全な場所(公園、学校の校庭や空地)で、親の自の

とどく範囲内で乗せましょっ 。幼児の場合、車道で

乗ることは好ましくありませんが、曲がり角や路地

の出口のところは、必ずい ったん停止するようにさ

せましょう 。

ママから幼児への質問事項

「自転車は大きいほうが速いから、できるだけ大きい自転

車に乗ったほうが便利?J i自転車はどこで乗るの?J 

「乗るまえにすることは?J iあぶない乗リかたは?J 

自転車は、

幼児の自転車乗車中の交通事故は、年齢が高くなるに

つれてふえています。だからとい って、幼児に自転車

を与えないのは、れ心配する親心かとしてわかりますが、

せっかくの発育をおさえることになり、感心しません。

安全な場所で、正しく乗れるよう指導してあげてくだ

さし、。

自転車乗車でまず注意することは

1サドルにまたがったとき 、両足が地面につくか。ふ

らつかないで止ま ったり、曲が ったりできるか。ブ

レーキレバー、ハン. ブザーやベルは大丈夫か。

等、親と一緒にやる点検です。そして次に

人
間
国
宝

・
石
県
宗
麿
は
新
湊
市
久
々
湊
出

身
、
晩
年
は
京
都
の
八
瀬
に
工
房
を
築
き
、
陶

芸
家
と
し
て
み
ご
と
な
生
涯
を
全
う
き
れ
た
巨

匠
で
あ
る
。

{一不
麿
の
陶
芸
行
脚
は
有
名
で
、
伊
賀

・
信
楽

・
備
前

・
三
島

・
唐
津
な
ど
日
本
の
古
窯
を
つ

ぶ
さ
に
研
究
、
生
ま
れ
つ
き
優
れ
た
感
覚
と
才

能
を
も

っ
て
独
自
の
陶
技
を
展
開
さ
れ
た
。

京
都
に
居
を
移
し
て
か
ら
は
中
国
の
古
窯
、

均
窯

・
磁
州
窯
の
再
現
に
挑
戦
、
情
の
藍
彩

・

麿
三
彩

・
河
南
天
目

・
木
の
葉
天
目

・
相
性
班

・
絵
高一
腿

・
千
点
文
な
ど
千
変
万
化
、
自
ら
独

得
の
紬
調
を
創
案
し
、
古
窯
を
ふ
ま
え
な
が
ら

多
彩
な
現
代
陶
芸
を
も
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
人
間
国
宝
に
指
定
、
翌
三
十

一

年
郷
里
の
新
湊
市
名
誉
市
民
に
推
戴
、
四
十
三

年
六
月
三
日
七
十
五
歳
で
長
逝
さ
れ
る
ま
で
、

生
涯
グ
や
き
も
の
作
り
u

に
さ
さ
げ
た
寡
黙
孤

高
の
名
匠
で
あ

っ
た
。

こ
の
人
物
文
査
は
昭
和
十
年
頃
の
作
と
思
わ

れ
る
が
、
自
由
奔
放
で
自
信
に
充
ち
た
釘
彫
の

線
描
が
み
ご
と
、
重
厚
な
壷
と
の
自
然
の
融
合
、

柔
軟
な
紬
調
は
ウ議
四
芸
術
の
無
心
の
作
と
思
わ

れ
る
。

佐
藤
良
成
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( 5月 7日 ・14日 .21日 ・28日)

4月 1日カ3 ら 4月12日まで、。

( 6月 4日 ・11日 ・18日 ・25日)

5月 1日カ、ら 5月12日まで。

( 7月 2日 ・9日 ・16日 ・23日)

6月2日カ、ら 6月12日まてー。

( 8 }J 20 U・27fJは，悦 fパスです)

7 JJ2111から 7JJ31LJまで。

( 9月 3日 ・10日 ・17日 ・24日)

8月 1日カ、ら 8月12日まで、。

(10月 1日 ・8日 ・15日 .22日)

9月 1日カB ら 9月12日まで、。

(10月29臼 ・11月 5日)

10月 1日カ通ら 10月11日まて。。
県の施設や事業等の紹介を

通じて、県政についての理解

と関山を高めていただくとと

もに、みなさまからの率直な

ご意見やご要望をお聞きする

だめに実施します。

(1)参 加 費は無料 です。コースによっ

ては、入館料の実費を負担してい

ただきます。

(2)昼食およびお茶は、各自持参願い

ます。

(3)団体については、指定する場所ま

で送迎します。

応募者多数の場合は、 抽 選により決

定し、結果は通知します。

i 事
，之の要領で、往復はがきでお申し込

みくださし、。

4
u
 

申込団体または個人の住所地 申込先 所在地 電話番号

富 山市 ・上新川郡 ・婦負郡 富 山県知事公室広報課
富 山市新総曲輪 1-7 (0764) 

富山県庁内 31-3131 

高岡市 ・新湊市 ・氷見市 ・射
高岡地方県民相談室

両岡市赤祖父211 (0766) 
7}(郡 ・福岡町 高岡総合庁舎内 21-9411 

魚津市・滑川市・黒部市 ・下
魚津地方県民相談室

魚津市新宿10一7 (0765) 
新川郡 ・中新川郡 魚津総合庁舎内 24-5311 

砺波市 ・小 矢部市 ・東砺波郡
砺波地方県民相談室

砺波市幸 町1-7 (07633) 
-福光町

L一一

砺波総合庁舎内 3 -5151 

I ''1 

個人

住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名

電
話
番
号

希
望
の
コ
1

ス

及
び
運
行
月
日

'

団
俸
名

・
(
事
務
局
設
置
)
市
町
村
名

.
代
表
者
氏
名

連
絡
書
住
所
(
郵
便
番
号
)

氏
名
及
び
電
話
番
号

参
加
予
定
人
数

希
望
の
コ
ー
ス
及
び
運
行
同
日

団体 (約40名)

.親子パス(8月)は別にコースを組みお知らせします。

fÞ.l~広報とやま

富山地区 高岡地区 魚樟地区 砺波地区

ァーマ
;I1lIHラ日 コース i里fて「日 コース ;Ì~IHラ日 コース ~霊行ニ日 コース

~ . % 
ふるさと養護学校 ・頼

% ・X6
しらとり養護学校 ・緑

% ・ ~
九重荘 ・呉羽ハイ Y

%.% 
しらとり聾護学校 ・斜

いつくしむ
成の森 ・いこいの村 化センター(昼食)・県 (昼食)・県庁 .KNB 学教育センター ・呉羽

Ci昌平止) ys・%
(昼食)・県庁 ・流杉者

% ・ ~自
庁 ・運転教育センター

% 
-社会福祉総合施設 ノ¥イツ(昼食)・社会福

% ・%
ト一一 ，...-，、 人ホーム -社会福祉総合施設 祉総合施設 ・県庁

きずく % ・%
子撫川ダム ・(宮島峡)

男 ・%
富山空港 ・富山高等技

% ・%
神通川工業用水 ・内山

% ・1Ji
富山新港 ・神通川工業

-富山新港(昼食)・県 能学校(昼食)・県庁 ・ 分館 (昼食)・県庁 ・富 用水 ・内山分館(昼食)

(土木) 予il・%
庁 ・内山分館

治 ・1Ji
県民公園 ・和田川水道

% 
山空港 ・富山市フラワ -交通管制センター ・

l九 % ーセンター 県庁 ・庄東発電所

% ・%
工業試験場・瑞竜寺・高

% ・%
高岡銅器団地 ・職業訓

ラ4・五
富山蛾業訓練短大 ・呉

% ・l九
繊維工業試験場 ・井波

さかえる
岡問屋センター (昼食) 練センター ・呉羽ハイ 羽ハイツ(昼食)・県庁 彫刻伝産会館 ・高岡問

(商工) ?ら ・%
. (富山新港経由)・県

% ・%
ツ(昼食)・県庁・KNB

% ・%
.NHK・運転教育セ 窟センター(昼食)・

% 
庁 ・富山産業奨励館

% 
-内山分館 ンター NHK・県庁・県民公園

ビジターセンタ一大境 富山市民俗民云村 ・農 富山市民俗民芸村 ・農 栽培漁業セ ンター ・自

つちかう % ・% 洞窟 ・栽培漁業センタ %.% 
業試験場(昼食)・県庁

% ・% % ・五
然休養村太田農園 (昼業試験場(昼食)・県庁

(農林水産) ~ ・ % 一 ・自然休養村太田農 % ・l九
-木材試験場 ・公害セ

% % 食)・県庁 ・いこいの !

% 困(昼食)・県庁 ・農業
-消費生活センター ・

試験場 ンター 水産試験場 ホす

やすらぐ %.Yz 
瑞泉寺 ・井技歴史民俗

% ・%
公害センター ・県民公

% ・ys
木材試験場 ・呉羽ハイ

% ・X6
いこいの村 ・緑化セン

資斜館 ・繊維工業試験 園 ・内山分館 (昼食)・ ター ・内山分館(昼食)

(自然環境) % ・1Ji % ・lお 財
ツ(昼食)・県庁 ・埋蔵

% 

% 
場(昼食)・県庁 ・緑化 県庁 ・風土記の丘 文化財センター ・内山 -神通川工業用水 ・県

センター ‘ ラ昔貫宮 庁

そだてる % ・%
埋蔵文化財センター ・

% ・ys
斜学文化センター ・教

%.X6 
料学文化センター ・武

% ・%
風土記の丘 ・山野スポ

弓道場 ・気多神社 ・ニ 育記念館 (昼食)・県庁 ーツセンター(昼食)・

% ・% % 
道館(昼食)・県庁 ・情

上青少年の家(昼食)・ .NHK・呉羽少年自 報処理教青センター ・ (立山山麓ゴンドラリ

県庁・交通管制セソター 然の家 呉羽少年自然の家 フト)・県庁

.印刷 掛チューエツ富山市新総曲輪lの7n31-3131(直通)〒930

.運行コースは変更になることもあります。

昭和55年 4月号Ko.l3S .企画発行 富山県知事公室広報諜


